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庁外

1.1.4 IT推進委員会SWOT分析図

◆ＩＴ推進委員会：川口市の各課の課長等により構成

◆本資料は、平成17年9月28日のＩＴ推進委員会で行われたSWOT分析結果を整理したものです。
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1.1.4-2

強いリーダーを支える優秀な職員

SS

残存する縦割り行政と施設の老朽化

WW

魅力ある都市基盤を持つ川口市

OO

多様化する住民への対応不足

TT

強いリーダーシップ

市長の人気がある

リーダーの決断が
速いため事業が

進む

リーダーがやるた
め職員の意識改革

が進んだ

トップリターンが
積極的

リーダーシップを首
長が取る

庁内強いリーダーシップ

市長の人気がある

リーダーの決断が
速いため事業が

進む

リーダーがやるた
め職員の意識改革

が進んだ

トップリターンが
積極的

リーダーシップを首
長が取る

庁内

パソコン業務に強
い人間がいる

市役所の内部業務
の安定性

トップリーダーの
指針を職員が熟知

している

資質の高い職員

優秀な人材が多く
専門的知識を持っ

ている

職員にやる気がある 職員の能力が高い

職員の元気がある

問題意識を
持っている

少数精鋭でここの
能力は高い

人口の割に職員数
が少なく行政して

いる

職員の意識が高い

課題に対する積極
的な取り組み

市内に住む職員が
多い

市民から信頼感が
ある

庁内

パソコン業務に強
い人間がいる

市役所の内部業務
の安定性

トップリーダーの
指針を職員が熟知

している

資質の高い職員

優秀な人材が多く
専門的知識を持っ

ている

職員にやる気がある 職員の能力が高い

職員の元気がある

問題意識を
持っている

少数精鋭でここの
能力は高い

人口の割に職員数
が少なく行政して

いる

職員の意識が高い

課題に対する積極
的な取り組み

市内に住む職員が
多い

市民から信頼感が
ある

庁内

町会組織が
しっかりしている

町会活動が活発で
行政もしやすい

町会活動が盛ん

ボランティア意識
の高まり

ボランティア意識が高い

高い市民の行政参加意識 市内

町会組織が
しっかりしている

町会活動が活発で
行政もしやすい

町会活動が盛ん

ボランティア意識
の高まり

ボランティア意識が高い

高い市民の行政参加意識 市内

予算配分能力が
ある

経費の増が使用
料の値上がりに

なる

財政改革（事業別
予算、枠配分等）

が進んでいる

市役所の内部業務
の公共性

財政改革が進んでいる

市役所の内部業務
の分割性

体制の廃止
担当制の採用

進む組織改善

電子入札が始まる

端末が一人一台
ある

ＩＴ関連が進んでいる

進展する行政改革とＩＴ化 庁内

予算配分能力が
ある

経費の増が使用
料の値上がりに

なる

財政改革（事業別
予算、枠配分等）

が進んでいる

市役所の内部業務
の公共性

財政改革が進んでいる

市役所の内部業務
の分割性

体制の廃止
担当制の採用

進む組織改善

電子入札が始まる

端末が一人一台
ある

ＩＴ関連が進んでいる

進展する行政改革とＩＴ化 庁内

産業が発達して
いる

技術技能者が多い

様々な伝統産業が
ある

市内業者の職の
斡旋

市内産業が発達している

災害対策の充実

防災に強い町つく
りがされている

災害時の水供給
の役割

治安対策に組織を
あげて対応して

いる
水害の防除

再開発が盛んで活
気がある

都市整備における
指導力がある

地区計画や街づくり
が活発である

都市基盤の整備

水道事業の一社
安定（単独業者）

河川浄化の保全

水道事業の公共
性（安全な水）

生活環境の向上

緑地が多い

道路整備が進んで
いることが強み

企画整理が進んで
きることが強み

多くの公共施設を
持っており再活用
できる資産が多い

市域全体に公共施
設があり便利であ

る

施設が多い

学校数もあり、余裕
教室の活用も可能

公共施設の充実

立地条件が良い

首都圏への利便
性が良い

所在が都心に近い

交通の便が良い

地価が安い

魅力ある都市環境

庁内

庁内

庁内

市内

市内 市内

産業が発達して
いる

技術技能者が多い

様々な伝統産業が
ある

市内業者の職の
斡旋

市内産業が発達している

災害対策の充実

防災に強い町つく
りがされている

災害時の水供給
の役割

治安対策に組織を
あげて対応して

いる
水害の防除

再開発が盛んで活
気がある

都市整備における
指導力がある

地区計画や街づくり
が活発である

都市基盤の整備

水道事業の一社
安定（単独業者）

河川浄化の保全

水道事業の公共
性（安全な水）

生活環境の向上

緑地が多い

道路整備が進んで
いることが強み

企画整理が進んで
きることが強み

多くの公共施設を
持っており再活用
できる資産が多い

市域全体に公共施
設があり便利であ

る

施設が多い

学校数もあり、余裕
教室の活用も可能

公共施設の充実

立地条件が良い

首都圏への利便
性が良い

所在が都心に近い

交通の便が良い

地価が安い

魅力ある都市環境

庁内

庁内

庁内

市内

市内 市内

職員減に伴う意欲
の減退

人材活用が
図りにくい

人と組織

リーダーが強い為にイ
エスマンが増えている

２００７年問題

若い職員が少ない

いい人材と悪い人
材の差が
ありすぎる

団塊の世代の管理
職が多く、若い世
代の育成急務

世代間の意識意欲
の乖離

専門職の職員が
少ない

パソコン業務に
弱い人間がいる

業務改善の遅れ

適正組織の斡旋をし
ていない

情報公開に対する取
り組みが保守的であ

ることが弱み

前例踏襲で組織や
業務を行っている

ことが弱み

少数精鋭が逆にき
め細かい行政にい

き届かない

行革による人員減
に伴う事務の手抜

き

一つのものを最初か
ら最後までという流れ

がない（業務に）

業務の安定に対し
安堵し前向きでな

い

市民に対して業務
がわかりづらい

一方的な災害供給
の必要性

水の役割の変化
（飲み水から活水）

縦割り行政の弊害

縦割り行政がひど
すぎる部署がある

担当する知識は豊富
だがそれ以外は

乏しい

閉じた職場環境に
なりがち

財務に関する知識を
持つ人が各部署に配

置されていない

担当毎に分かれて
いるので担当がい
ないと分からない

個人情報の保護
が職員の意識の
上に成り立って
いることが弱み

職員の高齢化の進展

旧態依然の組織風土 庁内

職員減に伴う意欲
の減退

人材活用が
図りにくい

人と組織

リーダーが強い為にイ
エスマンが増えている

２００７年問題

若い職員が少ない

いい人材と悪い人
材の差が
ありすぎる

団塊の世代の管理
職が多く、若い世
代の育成急務

世代間の意識意欲
の乖離

専門職の職員が
少ない

パソコン業務に
弱い人間がいる

業務改善の遅れ

適正組織の斡旋をし
ていない

情報公開に対する取
り組みが保守的であ

ることが弱み

前例踏襲で組織や
業務を行っている

ことが弱み

少数精鋭が逆にき
め細かい行政にい

き届かない

行革による人員減
に伴う事務の手抜

き

一つのものを最初か
ら最後までという流れ

がない（業務に）

業務の安定に対し
安堵し前向きでな

い

市民に対して業務
がわかりづらい

一方的な災害供給
の必要性

水の役割の変化
（飲み水から活水）

縦割り行政の弊害

縦割り行政がひど
すぎる部署がある

担当する知識は豊富
だがそれ以外は

乏しい

閉じた職場環境に
なりがち

財務に関する知識を
持つ人が各部署に配

置されていない

担当毎に分かれて
いるので担当がい
ないと分からない

個人情報の保護
が職員の意識の
上に成り立って
いることが弱み

職員の高齢化の進展

旧態依然の組織風土 庁内

ふるさと意識の
欠如

多様化する住民意識

地域の要望がいつ
でもでてくる

近隣の人間関係が
希薄になっている

地域エゴや個人要
望がある

町会長．議員の地
元誘導が多い

市内

ふるさと意識の
欠如

多様化する住民意識

地域の要望がいつ
でもでてくる

近隣の人間関係が
希薄になっている

地域エゴや個人要
望がある

町会長．議員の地
元誘導が多い

市内

古い建物等を使い
回そうとする
（コスト高）

各施設が多く、管
理コストが高い

多くの公共施設の
維持管理費用が莫

大である

耐震化を進めるに
は施設数が多すぎ

る

市役所の建物が古
い（危ない）

公有地の買い取り
残が多い

施設の老朽化 庁内

古い建物等を使い
回そうとする
（コスト高）

各施設が多く、管
理コストが高い

多くの公共施設の
維持管理費用が莫

大である

耐震化を進めるに
は施設数が多すぎ

る

市役所の建物が古
い（危ない）

公有地の買い取り
残が多い

施設の老朽化 庁内

この数年財政が厳
しくなる

無駄な経費が支出
されている

事業が進めばそれ
に係る経費が増と

なる

財源の確保の
困難さ

財源不足

莫大な投資が必要

ＩＴ基盤整備に
対する投資

庁内

この数年財政が厳
しくなる

無駄な経費が支出
されている

事業が進めばそれ
に係る経費が増と

なる

財源の確保の
困難さ

財源不足

莫大な投資が必要

ＩＴ基盤整備に
対する投資

庁内

空き店舗化の進展
「鋳物の川口」とい
うイメージが定着し
ているが、マイナ

スイメージでもある

都市イメージの悪化

観光資源が少ない

宿泊施設が少ない

区画整理の遅れ

文化施設や祭りに
おいて市外からあ
まり人を呼べない

マンションが多い

マンション乱立など
都市景観が良くな

い
総花的な町

犯罪が多い

庁内

空き店舗化の進展
「鋳物の川口」とい
うイメージが定着し
ているが、マイナ

スイメージでもある

都市イメージの悪化

観光資源が少ない

宿泊施設が少ない

区画整理の遅れ

文化施設や祭りに
おいて市外からあ
まり人を呼べない

マンションが多い

マンション乱立など
都市景観が良くな

い
総花的な町

犯罪が多い

庁内

上向く景気 人口の増加地価上昇

若い世代が多く
力強い

人口増により街に
活気が出ている

人口増、活力を生む

人口集積あり。多
様の人々がおり
魅力的である

景気が回復し税収が
上がっている

地価が
上がっている

景気・不景気による開
発事業増減

人口増により民間に
よる都市整備
が進んでいる

人口増により税収が
増加している

好転するマクロ環境 庁外

上向く景気 人口の増加地価上昇

若い世代が多く
力強い

人口増により街に
活気が出ている

人口増、活力を生む

人口集積あり。多
様の人々がおり
魅力的である

景気が回復し税収が
上がっている

地価が
上がっている

景気・不景気による開
発事業増減

人口増により民間に
よる都市整備
が進んでいる

人口増により税収が
増加している

好転するマクロ環境 庁外

豊かな自然環境 都市基盤整備の進展

企業進出の容易さ

憩い場として
の活用

整備が進めば土地
の値が上がる

都市に近くて緑
もあり集積もある

イベント産業
が避ける

都市基盤整備
も進んでいる

地価埋設の為住民
の理解

が得られない。

技術力の継承が容易

都心に近い利便性
を生かす

企業として
の安定性

独占的な企業

買い手市場になる

地域差の拡大

ベンチャー企業の
進出しやすい環境

オートレース場
がある

河川が多い緑が多い

名物が少ない

市内

市内

市内

魅力ある都市基盤

豊かな自然環境 都市基盤整備の進展

企業進出の容易さ

憩い場として
の活用

整備が進めば土地
の値が上がる

都市に近くて緑
もあり集積もある

イベント産業
が避ける

都市基盤整備
も進んでいる

地価埋設の為住民
の理解

が得られない。

技術力の継承が容易

都心に近い利便性
を生かす

企業として
の安定性

独占的な企業

買い手市場になる

地域差の拡大

ベンチャー企業の
進出しやすい環境

オートレース場
がある

河川が多い緑が多い

名物が少ない

市内

市内

市内

魅力ある都市基盤

制度変更の進展 進む民営化

EA事業により事

務・システムの見
直し

全国的な行財政改
革の流れ（人件費・
歳出）の抑制｡川口
も遅ればせながら

定数管理において、
情報化が進むこと
により事務の効率
化が図られること

今日行っている事
業にも多く

参入してくる

民営化による行政
業務の民間参入

国家公務員におい
ても職員の純減目
標が出されたこと

法改正による民間
参入行政

が生まれる

行財政改革の進展 庁外

制度変更の進展 進む民営化

EA事業により事

務・システムの見
直し

全国的な行財政改
革の流れ（人件費・
歳出）の抑制｡川口
も遅ればせながら

定数管理において、
情報化が進むこと
により事務の効率
化が図られること

今日行っている事
業にも多く

参入してくる

民営化による行政
業務の民間参入

国家公務員におい
ても職員の純減目
標が出されたこと

法改正による民間
参入行政

が生まれる

行財政改革の進展 庁外

職員の増加 業務範囲の拡大

電子入札
(工事から物品へ）

システム拡充

意欲ある職員
の増加

採用が増える

組織横断的な仕事
の増加によるチーム

ワークの重要性
の高まり

若い職員が
採用できる

業務が多岐
に渡っている

業務拡大への十分な対応力 庁内

職員の増加 業務範囲の拡大

電子入札
(工事から物品へ）

システム拡充

意欲ある職員
の増加

採用が増える

組織横断的な仕事
の増加によるチーム

ワークの重要性
の高まり

若い職員が
採用できる

業務が多岐
に渡っている

業務拡大への十分な対応力 庁内

熱心なボランティア活動

地域コミュニティー
の高まり

ボランティアに関心
のある人間

が増えている

市内

熱心なボランティア活動

地域コミュニティー
の高まり

ボランティアに関心
のある人間

が増えている

市内

財政の悪化

財政の厳しさに対す
る取組み

財政状況の悪化

庁内財政の悪化

財政の厳しさに対す
る取組み

財政状況の悪化

庁内

金利があがらず
運用益が減少

原油高、経済回復
の腰を折る

悪化する経済動向庁外

金利があがらず
運用益が減少

原油高、経済回復
の腰を折る

悪化する経済動向庁外

給与等の影響から
意識の低下

制度改革の影響

地方分権の低下

制度変更及び技術の進展

条例・法の解釈の
違いがある

縦割り行政による
上からの制約

鳩ヶ谷市との合併

定数削減において
人口が増えること
により新たな業務
が加わることが

脅威

他者の参入

庁外

ＩＴ化によるセキュ
リティに確保の

難しさ

給与等の影響から
意識の低下

制度改革の影響

地方分権の低下

制度変更及び技術の進展

条例・法の解釈の
違いがある

縦割り行政による
上からの制約

鳩ヶ谷市との合併

定数削減において
人口が増えること
により新たな業務
が加わることが

脅威

他者の参入

庁外

ＩＴ化によるセキュ
リティに確保の

難しさ

市民からの目

多様な市民の
ニーズの集約

価値観が多様化し、
自己主張する人間

が増えた

市民ニーズの多様化

マンション等の急
減な人口増に対応
した教室の確保

人口増

人口増により行政
経費が増加して

いる

人口増によりマン
ションの乱立が出

ている

人口が増えると社会
資本整備が必要に

なる

マンション乱立後
のスラム化

高齢者、障害者の
増加

町会活動に無関心
な人間が

増えている

庁外

庁外

多様化する住民

市民からの目

多様な市民の
ニーズの集約

価値観が多様化し、
自己主張する人間

が増えた

市民ニーズの多様化

マンション等の急
減な人口増に対応
した教室の確保

人口増

人口増により行政
経費が増加して

いる

人口増によりマン
ションの乱立が出

ている

人口が増えると社会
資本整備が必要に

なる

マンション乱立後
のスラム化

高齢者、障害者の
増加

町会活動に無関心
な人間が

増えている

庁外

庁外

多様化する住民

悪化する住環境

インチキ業者が
出回る

風俗産業の進出

高級店が少ない

風俗店が多い 技術力の海外流出

弱体化する地元産業

山がない

東京とさいたま市
の間で埋没しそう

交通渋滞の発生

海がない

急行が止まらない

人口増により治安
に不安が出ている

犯罪の増加

市内産業の弱さ

東京と新都心の
はざま

後継者不足

市内

市内

都市環境の悪化

悪化する住環境

インチキ業者が
出回る

風俗産業の進出

高級店が少ない

風俗店が多い 技術力の海外流出

弱体化する地元産業

山がない

東京とさいたま市
の間で埋没しそう

交通渋滞の発生

海がない

急行が止まらない

人口増により治安
に不安が出ている

犯罪の増加

市内産業の弱さ

東京と新都心の
はざま

後継者不足

市内

市内

都市環境の悪化

行政ニーズへの対応不足

公務員の反対や
既得権

情報提供不足

危機管理の部署が
ない

優秀な人材確保の
難しさ

地域を見据えたバ
ランスのよい財源

確保の難しさ

職員減に伴なう市民
サービスの低下

職員のコスト意識の
低さ

人材不足 庁内
庁内

不足する市民サービス

行政ニーズへの対応不足

公務員の反対や
既得権

情報提供不足

危機管理の部署が
ない

優秀な人材確保の
難しさ

地域を見据えたバ
ランスのよい財源

確保の難しさ

職員減に伴なう市民
サービスの低下

職員のコスト意識の
低さ

人材不足 庁内
庁内

不足する市民サービス

ＩＴ推進委員会　内部管理班

【次ページ以降にＳ、Ｗ、０、Ｔごとに大きく記述したページを掲載しますので参照ください 】



1.1.4-3

内部管理班：Ｓ（強み）

強いリーダーシップ

市長の人気がある

リーダーの決断が
速いため事業が

進む

リーダーがやるた
め職員の意識改革

が進んだ

トップリターンが
積極的

リーダーシップを首
長が取る

庁内

パソコン業務に強
い人間がいる

市役所の内部業務
の安定性

トップリーダーの
指針を職員が熟知

している

資質の高い職員

優秀な人材が多く
専門的知識を持っ

ている

職員にやる気がある 職員の能力が高い

職員の元気がある

問題意識を
持っている

少数精鋭でここの
能力は高い

人口の割に職員数
が少なく行政してい

る

職員の意識が高い

課題に対する積極
的な取り組み

市内に住む職員が
多い

市民から信頼感が
ある

庁内

予算配分能力が
ある

経費の増が使用料
の値上がりに

なる

財政改革（事業別
予算、枠配分等）が

進んでいる

市役所の内部業務
の公共性

財政改革が進んでいる

市役所の内部業務
の分割性

体制の廃止
担当制の採用

進む組織改善

電子入札が始まる

端末が一人一台
ある

ＩＴ関連が進んでいる

進展する行政改革とＩＴ化 庁内

町会組織が
しっかりしている

町会活動が活発で
行政もしやすい

町会活動が盛ん

ボランティア意識の
高まり

ボランティア意識が高い

高い市民の行政参加意識 市内

産業が発達して
いる

技術技能者が多い

様々な伝統産業が
ある

市内業者の職の
斡旋

市内産業が発達している

災害対策の充実

防災に強い町つくり
がされている

災害時の水供給の
役割

治安対策に組織を
あげて対応して

いる
水害の防除

再開発が盛んで活
気がある

都市整備における
指導力がある

地区計画や街づくり
が活発である

都市基盤の整備

水道事業の一社安
定（単独業者）

河川浄化の保全

水道事業の公共性
（安全な水）

生活環境の向上

緑地が多い

道路整備が進んで
いることが強み

企画整理が進んでき
ることが強み

多くの公共施設を
持っており再活用
できる資産が多い

市域全体に公共施
設があり便利であ

る

施設が多い

学校数もあり、余裕
教室の活用も可能

公共施設の充実

立地条件が良い

首都圏への利便性
が良い

所在が都心に近い

交通の便が良い

地価が安い

魅力ある都市環境

庁内

庁内

庁内

市内

市内 市内

強いリーダーを支える優秀な職員
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内部管理班：Ｗ（弱み）

ふるさと意識の
欠如

多様化する住民意識

地域の要望がいつ
でもでてくる

近隣の人間関係が
希薄になっている

地域エゴや個人要
望がある

町会長．議員の地
元誘導が多い

市内

職員減に伴う意欲
の減退

人材活用が
図りにくい

人と組織

リーダーが強い為にイ
エスマンが増えている

２００７年問題

若い職員が少ない

いい人材と悪い人
材の差が
ありすぎる

団塊の世代の管理
職が多く、若い世代

の育成急務

世代間の意識意欲
の乖離

専門職の職員が
少ない

パソコン業務に
弱い人間がいる

業務改善の遅れ

適正組織の斡旋をして
いない

情報公開に対する取り
組みが保守的であるこ

とが弱み

前例踏襲で組織や
業務を行っているこ

とが弱み

少数精鋭が逆にき
め細かい行政にい

き届かない

行革による人員減
に伴う事務の手抜

き

一つのものを最初から
最後までという流れが

ない（業務に）

業務の安定に対し
安堵し前向きでな

い

市民に対して業務
がわかりづらい

一方的な災害供給
の必要性

水の役割の変化
（飲み水から活水）

縦割り行政の弊害

縦割り行政がひど
すぎる部署がある

担当する知識は豊富
だがそれ以外は

乏しい

閉じた職場環境に
なりがち

財務に関する知識を持
つ人が各部署に配置さ

れていない

担当毎に分かれて
いるので担当がい
ないと分からない

個人情報の保護が
職員の意識の上に

成り立って
いることが弱み

職員の高齢化の進展

旧態依然の組織風土 庁内

この数年財政が厳
しくなる

無駄な経費が支出
されている

事業が進めばそれ
に係る経費が増と

なる

財源の確保の
困難さ

財源不足

莫大な投資が必要

ＩＴ基盤整備に
対する投資

庁内

古い建物等を使い
回そうとする
（コスト高）

各施設が多く、管理
コストが高い

多くの公共施設の
維持管理費用が莫

大である

耐震化を進めるに
は施設数が多すぎ

る

市役所の建物が古
い（危ない）

公有地の買い取り
残が多い

施設の老朽化 庁内

空き店舗化の進展
「鋳物の川口」とい
うイメージが定着し
ているが、マイナス
イメージでもある

都市イメージの悪化

観光資源が少ない

宿泊施設が少ない

区画整理の遅れ

文化施設や祭りに
おいて市外からあ
まり人を呼べない

マンションが多い

マンション乱立など
都市景観が良くな

い
総花的な町

犯罪が多い

庁内

残存する縦割り行政と施設の老朽化



1.1.4-5

内部管理班：O（機会）

熱心なボランティア活動

地域コミュニティー
の高まり

ボランティアに関心
のある人間

が増えている

市内
財政の悪化

財政の厳しさに対す
る取組み

財政状況の悪化

庁内

制度変更の進展 進む民営化

EA事業により事務・

システムの見直し

全国的な行財政改
革の流れ（人件費・
歳出）の抑制｡川口
も遅ればせながら

定数管理において、
情報化が進むこと
により事務の効率
化が図られること

今日行っている事
業にも多く

参入してくる

民営化による行政
業務の民間参入

国家公務員におい
ても職員の純減目
標が出されたこと

法改正による民間
参入行政

が生まれる

行財政改革の進展 庁外

職員の増加 業務範囲の拡大

電子入札
(工事から物品へ）

システム拡充

意欲ある職員
の増加

採用が増える

組織横断的な仕事の
増加によるチームワー

クの重要性
の高まり

若い職員が
採用できる

業務が多岐
に渡っている

業務拡大への十分な対応力 庁内

上向く景気 人口の増加地価上昇

若い世代が多く
力強い

人口増により街に
活気が出ている

人口増、活力を生む

人口集積あり。多
様の人々がおり
魅力的である

景気が回復し税収が
上がっている

地価が
上がっている

景気・不景気による開
発事業増減

人口増により民間に
よる都市整備
が進んでいる

人口増により税収が増
加している

好転するマクロ環境 庁外

豊かな自然環境 都市基盤整備の進展

企業進出の容易さ

憩い場として
の活用

整備が進めば土地
の値が上がる

都市に近くて緑
もあり集積もある

イベント産業
が避ける

都市基盤整備
も進んでいる

地価埋設の為住民
の理解

が得られない。

技術力の継承が容易

都心に近い利便性
を生かす

企業として
の安定性

独占的な企業

買い手市場になる

地域差の拡大

ベンチャー企業の
進出しやすい環境

オートレース場
がある

河川が多い緑が多い

名物が少ない

市内

市内

市内

魅力ある都市基盤

魅力ある都市基盤をもつ川口市



1.1.4-6

内部管理班：Ｔ（脅威）

金利があがらず
運用益が減少

原油高、経済回復
の腰を折る

悪化する経済動向 庁外

市民からの目

多様な市民の
ニーズの集約

価値観が多様化し、
自己主張する人間

が増えた

市民ニーズの多様化

マンション等の急減
な人口増に対応し

た教室の確保

人口増

人口増により行政
経費が増加して

いる

人口増によりマンショ
ンの乱立が出てい

る

人口が増えると社会資
本整備が必要に

なる

マンション乱立後の
スラム化

高齢者、障害者の
増加

町会活動に無関心
な人間が

増えている

庁外

庁外

多様化する住民

悪化する住環境

インチキ業者が
出回る

風俗産業の進出

高級店が少ない

風俗店が多い 技術力の海外流出

弱体化する地元産業

山がない

東京とさいたま市の
間で埋没しそう

交通渋滞の発生

海がない

急行が止まらない

人口増により治安
に不安が出ている

犯罪の増加

市内産業の弱さ

東京と新都心の
はざま

後継者不足

市内

市内

都市環境の悪化

給与等の影響から
意識の低下

制度改革の影響

地方分権の低下

制度変更及び技術の進展

条例・法の解釈の
違いがある

縦割り行政による
上からの制約

鳩ヶ谷市との合併

定数削減において
人口が増えることに
より新たな業務が

加わることが
脅威

他者の参入

庁外

ＩＴ化によるセキュリ
ティに確保の

難しさ

行政ニーズへの対応不足

公務員の反対や
既得権

情報提供不足

危機管理の部署が
ない

優秀な人材確保の
難しさ

地域を見据えたバ
ランスのよい財源

確保の難しさ

職員減に伴なう市民
サービスの低下

職員のコスト意識の
低さ

人材不足 庁内
庁内

不足する市民サービス

多様化する住民への対応不足



1.1.4-7

ＩＴ推進委員会　基幹業務班

豊富な情報とその利用環境の整備

豊富な情報

市役所には大量の情報
が集まっている

情報が多い

環境が整っている（事務
機器）

システム化されているの
が強み

OA化が進み事務処理が

早い

庁内イントラネットが整備
されている

ITの取組みが早いのが

強み

オンライン化により市役
所やどこの支所でも住民
票等が入手できる

庁内

SS

WW

活力のある地域住民・組織

地域組織との協力的な関係

地域コミュニティの充実町会組織の確立

市民ボランティアマインド
が高い

地域コミュニティの充実

町会組織がしっかりして
いる

自治会組織がしっかりし
ている

ボランティア組織の充実

様々な団体組織が多い

町会組織が確立し、行政
に協力的である

町会・自治会の団結力が
強い

町会団体との結びつき
が強く市民の行政に対す
る理解度が高い

人口増加

人口増加の傾向にある
（マンションなど）

人口が多いのが強み

再開発の活発な実施

再開発が積極的に行わ
れ、活動的・活発的な都
市

住工混在した都市で活
力があるのが強み

若い町

若い市民が多いのが強
み

マンションがたち、若い
世代が住んでいるのが
強み

若い町

新しい人材の流入

市内

公として信頼性が高い

社会インフラの充実

社会施設の充実

コンビニが多いのが強み

金融機関が多いのが強
み

都市基盤の整備

社会基盤が整備されて
いるのが強み

都市基盤が整備されて
いる

都市基盤の整備に力を
入れている

都市基盤整備が進んで
いる

再開発による基盤整備

地域イントラネットが整備
されている

公共施設の充実

公共施設が多い

教育施設が多い

川口駅連絡室は第2・4日

曜日も開庁している

交通の利便性

交通の便が良い

利便性

市役所が駅から比較的
近い

市内

好条件な地域環境

首都隣接 豊かな緑

緑が多い

首都圏の中で緑が多い
地域である

東京都に近い

東京に隣接

東京に隣接しているのが
強み

都心に近く地域性が非
常に良い

市内好条件な地域環境

首都隣接 豊かな緑

緑が多い

首都圏の中で緑が多い
地域である

東京都に近い

東京に隣接

東京に隣接しているのが
強み

都心に近く地域性が非
常に良い

市内

庁内の強力な組織体制

市民のニーズに合わせ
たハードからソフトへの
転換

行政組織が明確である

市役所内の組織の連携
が強み

行革推進による行政の
スリム化

行政組織が細かく組織さ
れている

行政と議会がうまくいっ
ている

優秀な職員

応用力

熟練した職員が多いの
が強み

専門的知識のある職員
がいるのが強み

優秀なスタッフが多い

能力の高い若手職員の
増加

職員の質が良い

優秀な若い職員が多い
のが強み

忙しい職場にもかかわら
ず職員のやる気が高い
のが強み

豊富な人材

職員数が多い

人材が豊富 職員の年代層のバラン
スが比較的とれている

組織力の高さ

首長の指導力が強い

庁内

法

法による力

法で規定されているのが
強み

住民の交流不足

地元意識の少ない市民
が増えている

マンション入居者の地域
コミュニティへの意識が
低い

古くからの市民と新しく
転入してきた市民の溝が
弱み

地域の一体
町会や議会の声が強す
ぎる時がある新旧住民のあつれき

伝統的な祭りや旧所名
蹟がなく市民の一体感が
弱い

市内

地域環境の悪化

マンションの急増

市街地と郊外の地域格差

ベッドタウン化の進行

ベットタウン化による弱
み

マンションの乱立による
弱み

マンションが多い

マンションの増加

東京市民が多い

東京市民が多い

定住性が低い

市の中心部と周辺部と
のギャップがあるのが弱
み

最寄駅への交通アクセ
スの悪い地区がある 犯罪が多発している

商業的立地条件の悪さ

企業の倒産などによる減
少傾向

住工混在で活気はある
が基盤産業が育ちにくい

商業的立地性が低い

中小企業が多いのが弱
み

東京市民が多く、市内の
商店街で買い物する人
口に比べ少ない

東京とさいたま市に埋没
してしまいそうなのが弱
み

低所得層の増加

少子高齢化の進行

市内

施設環境の悪化

庁舎の老朽化

情報の活用

市庁舎が古くせまい

市役所が古く拡張性がな
いのが弱み

庁舎内が狭く職場環境
が悪い

市庁舎が古く防災上、不
安がある

市庁舎が狭隘化している

庁舎が古く狭いため、使
いづらい

同時期に整備した公共
施設が多いため、一度に
古くなってしまう

市役所がせまい

市役所を除くと、支所か
駅連絡室と少なく、市役
所への来庁者が多いの
が弱み

システムが古くなってい
るのが弱み

庁内 迅速性の欠如

法律に基づく業務が多く
市民の多重多様な要望
に応えられない

高層住宅がふえることに
より、インフラ整備が中
心となりソフト面が追い
つかない

イノベーションの低迷

住民ニーズへの
対応の遅れ 業務の遅れ

職員数が多い為、意思
伝達が遅くなるのが弱み

人事異動による業務が
遅れる

庁内

財源不足

財源不足に伴う事業の
削減

市の財政基盤が弱い

庁内

庁内の組織力の低下

職員の問題意識の低下

職員の能力低下

人材不足不適切な人事制度

能力主義が進んでいる

認識のずれ

減点主義

時間外勤務が多い職場
の為、職場内研修による
スキルアップが図れない
のが弱み

仕事量に比べて職員数
が少ない

職員が少なくパートが多
い

異動により職員の経験
年数が低下する

専門性

職員の削減により１人の
職員に対する負担が増
えている

町会団体との結びつき
が強いので、それに係る
業務が取り込まれ、職員
がそれにそがれる

業務を行うに当たって、
何ら疑問を持たず行って
いる

無能力な職員がいても、
クビにできない

職員の資質の低下

向上心の欠如

職員間の連携不足

行政組織が細かい分、タ
テ割行政になりがち

たて割り

組織改革が早いので、
業務の所管課が解りづ
らい

行政の継続性の欠如

専門的業務に精通した
職員を配置できない

市職員の年齢が片寄っ
ているのが弱み

庁内

コンピュータ導入は早い
が、組織毎の導入のた
め、システムの互換性が
低い

部門ごとに場所がバラバ
ラ

OO

TT社会変化への対応リスク

地域意識の薄れ

住民ニーズの多様化

急速な高齢化の進展

頻発する住民異動急速な情報化の進展

単身の高齢者には適切
な住居がない

高齢者の自助努力に限
界があるのが脅威

定住者の確保

住民の異動が多いため、
事務量が増大している

住民の異動が多く、施策
の展開が読みにくい

マンション建設が増える
中、新住民による要望の
種類が増えている

他市より住民の異動が
多いため、職員1人当た

りの事務量が多い

個人の価値観がバラバ
ラなのが脅威

IT化の進行により、セキュ

リティ部分で市の信頼性
がなくなる

法改正
システム化困難

地域のつながりを求めな
い人が増えているのが
脅威

市外

市内 市内

市内

市外

治安の乱れ

風俗系のはんらん

外国人犯罪の多発

外国人犯罪の増加

凶悪犯罪の増加

市内

地域経済衰退のリスク

脆弱な地域経済

平均的な個人所得が低
い

中小企業が多い

事業所跡地のマンション
化

市内

人材の流出

人材の流出

行財政改革の必要性

財政問題・財源不足

ノウハウの流出

予算の削減の中で施策
の充実化が難しい

市役所の外部委託化を
進めるのが脅威

実務的に経験年数が必
要であるが人事異動が
ある

専門家による相談が必
要な時が多い

技術力の継承の困難化

市職員の大量退職が迫っ
ているのが脅威

技能の流失

庁内

法律が阻害要因

市役所に集まった大量
の情報が法律等により
共有化できない

市庁舎が古く地震に対し？

基盤整備

地域環境の多様化

都市基盤の整備 国際化の進行

街並の変化

地下鉄の開通

駅前の再開発が活発に
行われている

国際化が進んでいる

国際化

人材の流入

多様性

市内 市外

立地的利便性

首都東京に近い

市内

産業振興の可能性

情報産業の進展経済の上昇気運

情報産業の発展

民間の手法が導入しや
すい環境が整ってきた

景気回復

規制緩和や特区による
事業広がり

市外市外

外食産業の進出
市内

市民との良好な関係

行政と町会・自治会との
連携がスムース

行政と住民自治とのすみ
分けの促進

庁内

情報化の充実・進展

情報拠点の増加

家庭の情報化情報の公開

コンビニでの納税が可能
である

コンビニ等、情報拠点の
充実

家庭レベルのIT化進む

住基カードを使っての電
子申請ができる

庁内

市内

市外

庁内組織力の低下と行政施設の老朽化 多様化する住民への対応不足

活力ある住民と庁内の強力な組織体制 魅力ある都市基盤を持つ川口市

【次ページ以降にＳ、Ｗ、０、Ｔごとに大きく記述したページを掲載しますので参照ください 】
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豊富な情報とその利用環境の整備

活力のある地域住民・組織

好条件な地域環境

地域組織との協力的な関係

地域コミュニティの充実

庁内の強力な組織体制

豊富な情報

法

首都隣接 豊かな緑

社会インフラの充実

町会組織の確立

市民ボランティアマインド
が高い

地域コミュニティの充実

町会組織がしっかりして
いる

自治会組織がしっかりし
ている

ボランティア組織の充実

様々な団体組織が多い

町会組織が確立し、行政
に協力的である

町会・自治会の団結力
が強い

市役所には大量の情報
が集まっている

情報が多い

市民のニーズに合わせ
たハードからソフトへの
転換

行政組織が明確である

環境が整っている（事務
機器）市役所内の組織の連携

が強み

システム化されているの
が強み

行革推進による行政の
スリム化

行政組織が細かく組織さ
れている

行政と議会がうまくいっ
ている

法による力

法で規定されているのが
強み

OA化が進み事務処理が

早い

庁内イントラネットが整備
されている

ITの取組みが早いのが

強み

オンライン化により市役
所やどこの支所でも住民
票等が入手できる

緑が多い

首都圏の中で緑が多い
地域である

基幹業務班：Ｓ（強み）

社会施設の充実

コンビニが多いのが強み

金融機関が多いのが強
み

町会団体との結びつき
が強く市民の行政に対す
る理解度が高い

庁内

都市基盤の整備

社会基盤が整備されて
いるのが強み

都市基盤が整備されて
いる

都市基盤の整備に力を
入れている

都市基盤整備が進んで
いる

再開発による基盤整備

地域イントラネットが整備
されている

公共施設の充実

公共施設が多い

教育施設が多い

川口駅連絡室は第2・4日

曜日も開庁している

東京都に近い

東京に隣接

東京に隣接しているのが
強み

都心に近く地域性が非
常に良い

人口増加

人口増加の傾向にある
（マンションなど）

人口が多いのが強み

再開発の活発な実施

再開発が積極的に行わ
れ、活動的・活発的な都
市

住工混在した都市で活
力があるのが強み

若い町

若い市民が多いのが強
み

マンションがたち、若い
世代が住んでいるのが
強み

若い町

新しい人材の流入

市内

交通の利便性

交通の便が良い

利便性

市役所が駅から比較的
近い

市内

市内

優秀な職員

応用力

熟練した職員が多いの
が強み

専門的知識のある職員
がいるのが強み

優秀なスタッフが多い

能力の高い若手職員の
増加

職員の質が良い

優秀な若い職員が多い
のが強み

忙しい職場にもかかわら
ず職員のやる気が高い
のが強み

豊富な人材

職員数が多い

人材が豊富 職員の年代層のバラン
スが比較的とれている

公として信頼性が高い

組織力の高さ

首長の指導力が強い

庁内

基幹業務班：W（弱み）

基幹業務班：W（弱み）

基幹業務班：W（弱み）

1

活力ある住民と庁内の強力な組織体制

2

3
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地域環境の悪化

マンションの急増

市街地と郊外の地域格差

ベッドタウン化の進行

施設環境の悪化

迅速性の欠如 庁内の組織力の低下

職員の問題意識の低下

職員の能力低下

人材不足不適切な人事制度

庁舎の老朽化

住民の交流不足

法律に基づく業務が多く
市民の多重多様な要望
に応えられない

高層住宅がふえることに
より、インフラ整備が中
心となりソフト面が追い
つかない

情報の活用

能力主義が進んでいる

認識のずれ

減点主義

時間外勤務が多い職場
の為、職場内研修による
スキルアップが図れない
のが弱み

仕事量に比べて職員数
が少ない

職員が少なくパートが多
い

異動により職員の経験
年数が低下する

専門性

職員の削減により１人の
職員に対する負担が増
えている

町会団体との結びつき
が強いので、それに係る
業務が取り込まれ、職員
がそれにそがれる

業務を行うに当たって、
何ら疑問を持たず行って
いる

無能力な職員がいても、
クビにできない

職員の資質の低下

向上心の欠如

イノベーションの低迷

市庁舎が古くせまい

市役所が古く拡張性がな
いのが弱み

庁舎内が狭く職場環境
が悪い

市庁舎が古く防災上、不
安がある

市庁舎が狭隘化している

庁舎が古く狭いため、使
いづらい

同時期に整備した公共
施設が多いため、一度に
古くなってしまう

市役所がせまい

市役所を除くと、支所か
駅連絡室と少なく、市役
所への来庁者が多いの
が弱み

地元意識の少ない市民
が増えている

ベットタウン化による弱
み

マンションの乱立による
弱み

マンションが多い

マンション入居者の地域
コミュニティへの意識が
低い

マンションの増加

東京市民が多い

東京市民が多い

古くからの市民と新しく
転入してきた市民の溝が
弱み

定住性が低い

市の中心部と周辺部と
のギャップがあるのが弱
み地域の一体

町会や議会の声が強す
ぎる時がある新旧住民のあつれき

伝統的な祭りや旧所名
蹟がなく市民の一体感が
弱い

最寄駅への交通アクセ
スの悪い地区がある 犯罪が多発している

基幹業務班：Ｗ（弱み）

住民ニーズへの
対応の遅れ

職員間の連携不足

行政組織が細かい分、タ
テ割行政になりがち

たて割り

組織改革が早いので、
業務の所管課が解りづ
らい

行政の継続性の欠如

業務の遅れ

職員数が多い為、意思
伝達が遅くなるのが弱み

人事異動による業務が
遅れる

専門的業務に精通した
職員を配置できない

財源不足

財源不足に伴う事業の
削減

市の財政基盤が弱い

市職員の年齢が片寄っ
ているのが弱み

庁内庁内

庁内

コンピュータ導入は早い
が、組織毎の導入のた
め、システムの互換性が
低い

部門ごとに場所がバラバ
ラ

システムが古くなってい
るのが弱み

庁内

商業的立地条件の悪さ

企業の倒産などによる減
少傾向

住工混在で活気はある
が基盤産業が育ちにくい

商業的立地性が低い

中小企業が多いのが弱
み

東京市民が多く、市内の
商店街で買い物する人
口に比べ少ない

東京とさいたま市に埋没
してしまいそうなのが弱
み

低所得層の増加

少子高齢化の進行

市内

市内

基幹業務班：S（強み）
基幹業務班：S（強み）

基幹業務班：S（強み）

庁内組織力の低下と行政施設の老朽化

1

3

2
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社会変化への対応リスク

地域意識の薄れ

住民ニーズの多様化

産業振興の可能性
地域環境の多様化

急速な高齢化の進展

頻発する住民異動急速な情報化の進展

情報産業の進展
都市基盤の整備

立地的利便性

国際化の進行
経済の上昇気運

単身の高齢者には適切
な住居がない

高齢者の自助努力に限
界があるのが脅威

定住者の確保

住民の異動が多いため、
事務量が増大している

住民の異動が多く、施策
の展開が読みにくい

マンション建設が増える
中、新住民による要望の
種類が増えている

他市より住民の異動が
多いため、職員1人当た

りの事務量が多い

個人の価値観がバラバ
ラなのが脅威

市庁舎が古く地震に対し？

基盤整備

IT化の進行により、セキュ

リティ部分で市の信頼性
がなくなる

法改正
システム化困難

地域のつながりを求めな
い人が増えているのが
脅威

情報産業の発展

民間の手法が導入しや
すい環境が整ってきた

街並の変化

地下鉄の開通

駅前の再開発が活発に
行われている

首都東京に近い

国際化が進んでいる

国際化

人材の流入

景気回復

規制緩和や特区による
事業広がり

多様性

基幹業務班：Ｏ（機会）

基幹業務班：Ｔ（脅威）

市外

市内 市内

市内

市外

市外

市内 市外
市外

市内

地域経済衰退のリスク

脆弱な地域経済

平均的な個人所得が低
い

中小企業が多い

事業所跡地のマンション
化

市内

人材の流出

人材の流出

外食産業の進出
市内

治安の乱れ

風俗系のはんらん

外国人犯罪の多発

外国人犯罪の増加

凶悪犯罪の増加

市内

情報化の充実・進展

市民との良好な関係

情報拠点の増加

家庭の情報化

行政と町会・自治会との
連携がスムース

行政と住民自治とのすみ
分けの促進

情報の公開

コンビニでの納税が可能
である

コンビニ等、情報拠点の
充実

家庭レベルのIT化進む

住基カードを使っての電
子申請ができる

庁内

市内

市外

庁内

行財政改革の必要性

財政問題・財源不足

ノウハウの流出

予算の削減の中で施策
の充実化が難しい

市役所の外部委託化を
進めるのが脅威

実務的に経験年数が必
要であるが人事異動が
ある

専門家による相談が必
要な時が多い

技術力の継承の困難化

市職員の大量退職が迫っ
ているのが脅威

技能の流失

庁内

法律が阻害要因

市役所に集まった大量
の情報が法律等により
共有化できない

多様化する住民への対応不足

魅力ある都市基盤を持つ川口市
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ＩＴ推進委員会　環境関連業務班

市役所内
ＩＴ化進展

ＩＴ化及び行政改革の進展

電算化が進んでい
る

行政改革が進んで
いる

－６％に参加

庁内

活発な地場産業

活力のある地域住民・組織・地場産業

埼玉県内２番目の
人口

人口増加

人口増

市役所外部
組合員協力有

地域組織との
協力的な関係

議会も協力的であ
る

事業に対する権利
者の協力が増加し

た

町会組織がしっか
りしている

町会組織の確立

町会と市の連携

旧市街地内の充実
したコミュニティ

人々の行動が活発

東京の影響を受け
やすい

地場産業がある

まちづくりに発展す
る可能性がある

駅前は元気がよい

再開発の活発な実施

マンション増加によ
る税収入の増加

開発余地がある

駅周辺の市街地環
境の向上

再開発の経験、蓄
積が多い

地下鉄の開業によ
る活性化

市内

コンビニが多い

他市に比べて基盤
整備が進んでいる

都市基盤の整備

区画整理が充実

区画整備事業によ
り地価が上昇して

きた（東川口）

区画整備が済んで
いる所のスプロー
ルが進んでいる

隅々まで整備され
ている

街がきれいになっ
てきた

戦後からの区画整
備事業

面的整備が進んで
いる

公民館など箱もの
が多い

公共施設の充実

独自設置の施設が
豊富

施設数が多い 生活がしやすい

交通利便性が高い

背後の大都会をひ
かえる

交通の利便性

東京都区に隣接

第二産業道路の開
通でさいたま市か

ら東京の流通

駅周辺の活性化

交通の便が良い道路網の充実

ＪＲ、ＳＲ駅が多い

都市基盤整備が進
んでいる

都市整備投資量が
多い

社会インフラの充実 市内

好条件な地域環境

市の面積が広い

市の広さが
丁度よい

荒川に接している

好立地条件

川が多い

市街地が低地のた
め歩きやすい

飲み打つ買うの場
所がある

地価が安い

大きな災害が少な
い

災害の少なさ

救急救命センター
がある

植木畑が多い

豊かな緑

市郊外に緑が多い

残された緑が多い

適度な市の広さ

市内

庁内の強力な組織体制

若い人が多い

職員が多い

部内の連携が充実
している

豊富な人材

横のつながりがあ
る

研修の充実

採用が少なく優秀
な人材が多くなっ

た
色々な人材がいる

スピードがある

若い職員の能力が
高い

苦情に対する速や
かな対応

建設部門において
他市に比べ技術力

が優れている

組織がしっかりして
いる

職員の意識が高い
調子のいい奴が多

い

トップがしっかりし
ている

組織的に活動して
いる

職員にベテランが
多い

仕事を前向きに行
う職員が多い

優秀な職員が多い

専門的な知識を有
する職員が多い

職員の認識が一つ
になっている

全庁的に業務に協
力的である

業務経験が豊富

住民に親切である

他市とのパイプを
持っている組織のスリム化

職場があたたかい
ムード

組織力の高さ

優秀な職員

庁内

政治が面白い
（川口自民党）

予算がない強み

地場産業の衰退

社会動態が大きい

これだという売りが
ない

地場産業の後継者
が少なくなっている

市域弱
鋳物業弱体化

商圏が成り立ちに
くい

バブルの影響が残っ
ている

購買力の市外への
流出

住民の中、本当の
住民が少ない

町会未入会者が多
い

人間関係が薄い

住民が自分勝手

ボランティア心が
少ない

マンション増加によ
る地域コミュニティ

に問題

おとなしい情報収集の欠如

住民の交流不足

市民協力が得られ
ない

住民・地場産業の活力の低下 市内

インフラの未整備

乱開発で防災危険
度が増している

せまい道路
区画整理進まず

雨が降るとすぐ水
害が発生している

災害に弱い市街地災害対策の遅れ

脆弱な地盤の上に
ある市街地

都心に近すぎて急
行、特急が止まら

ない

幹線道路のネット
ワークが悪い

都市計画に伴う開
発規制

ゴミ処理センター
の処理量不足

災害危険度の増大

交通の便の悪さ

市内

マンションの急増

市街地と郊外の地域格差

市域
町並み雑然

市域
街中緑少

無秩序なカンバン

密集した市街地

市内
川が多すぎる

市内
山がない

土地の価格が高い 農地がない

緑地がマンション
に変わっていく

川の下流に位置し、
全てが流れ込んで

くる

開発の進んでいる
所と遅れている所
の格差が大きい

マンションの乱立

マンションは多い
が高級マンション

がない

数十年後のマンショ
ンの建替えが？

まち全体がくらい
イメージ

市街地は夜間明る
いが郊外は少なく
危険な箇所が多い

ゴミゴミしていて
住環境が悪い

放置自転車が多い

老朽化した家屋

風俗店が多い

開発による自然環
境破壊

街が小さい

河川が汚い

使用料
市民負担の増

市内で地域格差

となりに東京都区
部、政令市さいた

ま市

大都市のはざま

観光名所や有名な
場所が少ない

ホテルがない

ベットタウン化

ゴミの減量化が進
まない

地域環境の悪化

緑の減少環境破壊の進行

町並みが雑然

市内

予算がない

金のかかる事業が
多い

予算減

財源不足

財政状況が悪い

負債が多い

財源不足 庁内

市役所内に駐車場
が少ない

各出張所及び出先
機関が多いので不

便である

庁舎が古い

駅から離れている

庁舎が分散されて
いる

設備の更新（予算
不足）

施設数が非常に多
い

耐震整備が遅れて
いる

庁舎設備が機能的
ではない

施設環境の悪化

施設のメンテ費用
の増加

庁内

苦情が多い

市役所内
窓口混雑

住民満足度の低下 庁内

庁内の組織力の低下

職員構成の
アンバランス化

人材不足

職員の能力低下

年上の部下

職員配置の不均等

職員にうつ病が増
加した

職員間の連携不足

物事の決定に時間
がかかる

研修が多くて頭でっ
かちが多い

職員減

人材不足

団塊の退職

年齢が高い職位が
多い

会議が多い

職員年齢構成のア
ンバランス化

協調性が少ない

保守的な考えの職
員が多い

ホウ・レン・ソウに
欠けるものがいる

規模に対して職員
が不足

病休職員の多数化

縦割り行政
⇒セキュショナリズ

ム

途中で中止できな
い

組織内の上下関係
の乖離

部下から上司への
意見が少ない

創造性が少ない

現場の現状を知ら
ないものが多い

市内に住んでいる
職員が少ない

人事管理が難しい
（色んな人材）

職員能力にばらつ
きがある

情報の共有不足

仕事が一時期に集
中

過去の事務処理

社会情勢の変化に
対応できない

職員の健康状態の悪化

庁内

WW

SS OO

TT

産業振興の可能性

ＳＫＩＰ産業の利用

新規産業の開拓

独自産業が生まれ
る

オートレースの開
催

中小企業が多い

ＩＴ化の先進市なの
で更なる前進を

住・工・商様々なも
のがある

景気が上向き傾向
にある

商業店の数が少な
い

地下鉄開発に伴う
新たな住民の参画

街づくりへの
取組みの活発化

景観条例化の機運
の高まり

街づくりの関心が
高い

地下鉄沿線に開発
余地が残されてい

る

再開発が進んでい
る

将来性がある街

駅前都市開発が進
んでいる

マンションが増えて
いる

歴史文化を売りに

県内第２位の規模

区画整備組合員と
の接触

市内

環境問題への

関心の高まり

緑への関心の高さ

緑化への関心の
高まり

緑を売りに

環境問題への意識
が高まっている

市内

首都隣接の中核都市としての立場

荒川があるので災
害時の物資輸送に

有利

防災に有利な
条件の存在

市内に住む職員
（災害時の召集）

土地区画整理事業
による土地価格の

安定

安定して
低価格な地価

地価が安い

市内

東京に近い

立地的利便性

副都心が近くにあ
る

合併が遅れている

合併問題

合併の余地あり

中核市になれない

市域外
まちのにぎわい

市外

交通網が整ってい
る

近隣市に比べイン
フラ整備が進んで

いる

市内のインフラ整備

面整備による住環
境の健全化

市地域外
道路状況

市内

市外

町会組織

市民との交流
・住民間の結束

市民との協労意識
の高まり

人の交流が少ない

市内

行政改革への下地

職員の能力・やる気

市役所
外部業者

外部業者の活用

業務委託化の進行

資金がない中の知
恵

これからの能力開
発

職員のやる気があ
る

教育レベルが低い

庁内

施設利用に関する改革余地

職場環境への不満

煩雑な手続き

施設が多く統合す
る

施設の活用・
統合の動き

出先機関が多く不
便である

スポーツ施設が多
く活用できる

庁舎がせまい

支所などの出先で
証明書の発行

事務手続きが多い

市内

庁内

庁内

社会インフラに関する弱み

交通関係問題の増加

市内交通量が多い

交通量・事故の増加

通過交通が多い

交通事故が多い

東西交通網が多い

基盤整備の遅れ

基盤・施設整備の遅れ

施設整備の遅れ

進まない無電柱化

小開発が多すぎる
都市整備支障

自動車の交通量が
多い

地形が悪い

地下鉄開業に伴う
スプロール化

市役所外
他地域の地価

施設数の多さ

ホテルがない

市内

交通の利便性の格差

駅周辺と郊外の
ギャップ

郊外地の交通の便
があまりよいとは

いえない

社会変化への対応リスク

住民のまとまりが
なくなってきている

高齢化

住民の高齢化

１人世帯老人の増
加

住民間の結束
力の低下

町会長の権力が強
い

団体が多すぎる

隣近所づきあい

事業終了後の住民
のモラル

市民の行政への依
存度が高い

住民意識

若い人の気心がわ
からない

市内

マンションの乱立

マンション建設の
ラッシュ

ワンルームマンショ
ンやウィークリーマ

ンションが多い

マンション問題

マンションのスラム
化

マンションの乱立

50年後のマンショ

ンの形骸化

マンションのスラム化

自治意識の希薄化
マンションの老朽

化

人口の増加

人口増
＝ごみ量の増

継続的な人口増

人口流入が早すぎ
る

地域環境の悪化

予期できない事件
が多発

治安の悪化

犯罪が多くなった

外国関住民増加に
よる治安悪化

水害がある

災害に弱い環境

高地が少なく低地
が多いため水害が

発生しやすい

木造家屋の地震対
策

都市化による被害
拡大

住民の緑に対する
意識が弱い

緑の減少

乱立開発による
緑の減少

市内

環境問題

地球温暖化

住工混在による環
境問題

市外

アスベスト問題 市外

ゴミの増加
最終処分場の限界

風俗店が多い

石油の価格

インターネット普及
の限界

市外

市外

政令市合併による近隣市・首都圏等との競合、地域経済衰退のリスク

さいたま市と東京
都のはざま

近隣都市の活性化

これまでの工業都
市

近隣の首長は自分
の市だけを考えて

いる

他市の活性化

他市の動向
周囲の町の人口が

大きい

鳩ヶ谷市のやる気
なさ

合併問題

合併の必要性

市内

外部市民との接触
がない 市外

市外 地域経済衰退のリスク 市内

産業が落下状況

これといった観光
がない

開発に伴う伝統の
消失

市民の所得が周辺
より少ない

行財政改革の必要性

事業の途中で見直
しがありえる

財政難に伴う事業
の遅延

財政問題・財源不足

予算不足

莫大な予算がかか
る

公営競技の不信
（オートレース等）

国民年金のはたん

庁内

行政区域に捕らわ
れない広域行政

市外

ノウハウの流出

専門的知識を有す
る職員の大量退職

住民・地場産業の活力低下と庁内組織力の低下 社会変化・地域経済衰退への対応

魅力ある都市基盤と庁内の強力な組織体制 首都隣接の中核都市

1

1

W（弱み）

S（強み）

【次ページ以降にＳ、Ｗ、０、Ｔごとに大きく記述したページを掲載しますので参照ください 】
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活発な地場産業

好条件な地域環境

活力のある地域住民・組織・地場産業

環境関連業務班：Ｓ（強み）

埼玉県内２番目の
人口

人口増加

市の面積が広い

人口増

市の広さが
丁度よい

荒川に接している

好立地条件

川が多い

市街地が低地のた
め歩きやすい

飲み打つ買うの場
所がある

コンビニが多い

地価が安い

他市に比べて基盤
整備が進んでいる

都市基盤の整備

区画整理が充実

区画整備事業によ
り地価が上昇して

きた（東川口）

区画整備が済んで
いる所のスプロー
ルが進んでいる

隅々まで整備され
ている

街がきれいになっ
てきた

戦後からの区画整
備事業

面的整備が進んで
いる

市役所外部
組合員協力有

地域組織との
協力的な関係

議会も協力的であ
る

事業に対する権利
者の協力が増加し

た

大きな災害が少な
い

災害の少なさ

救急救命センター
がある

公民館など箱もの
が多い

公共施設の充実

独自設置の施設が
豊富

施設数が多い 生活がしやすい

町会組織がしっか
りしている

町会組織の確立

町会と市の連携

旧市街地内の充実
したコミュニティ

人々の行動が活発

交通利便性が高い

背後の大都会をひ
かえる

交通の利便性

東京都区に隣接

第二産業道路の開
通でさいたま市か

ら東京の流通

駅周辺の活性化

交通の便が良い道路網の充実

ＪＲ、ＳＲ駅が多い

東京の影響を受け
やすい

植木畑が多い

豊かな緑

地場産業がある

市郊外に緑が多い

残された緑が多い

まちづくりに発展す
る可能性がある

駅前は元気がよい

再開発の活発な実施

都市基盤整備が進
んでいる

マンション増加によ
る税収入の増加

開発余地がある

都市整備投資量が
多い

駅周辺の市街地環
境の向上

再開発の経験、蓄
積が多い

地下鉄の開業によ
る活性化

適度な市の広さ

社会インフラの充実

庁内の強力な組織体制

若い人が多い

職員が多い

部内の連携が充実
している

豊富な人材

横のつながりがあ
る

研修の充実

採用が少なく優秀
な人材が多くなっ

た
色々な人材がいる

スピードがある

若い職員の能力が
高い

苦情に対する速や
かな対応

建設部門において
他市に比べ技術力

が優れている

組織がしっかりして
いる

職員の意識が高い
調子のいい奴が多

い

トップがしっかりし
ている

組織的に活動して
いる

職員にベテランが
多い

仕事を前向きに行
う職員が多い

優秀な職員が多い

専門的な知識を有
する職員が多い

職員の認識が一つ
になっている

全庁的に業務に協
力的である

業務経験が豊富

住民に親切である

他市とのパイプを
持っている組織のスリム化

職場があたたかい
ムード

組織力の高さ

優秀な職員
市役所内
ＩＴ化進展

ＩＴ化及び行政改革の進展

電算化が進んでい
る

行政改革が進んで
いる

－６％に参加

政治が面白い
（川口自民党）

予算がない強み

庁内
庁内

市内

市内

市内

環境関連業務班：W（弱み）

環境関連業務班：W（弱み）

環境関連業務班：W（弱み）

環境関連業務班：W（弱み）

魅力ある都市基盤と庁内の強力な組織体制

5

4

3

2
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住民・地場産業の活力の低下

マンションの急増

インフラの未整備

地場産業の衰退

市街地と郊外の地域格差

市域
町並み雑然

市域
街中緑少

乱開発で防災危険
度が増している

環境関連業務班：Ｗ（弱み）

せまい道路
区画整理進まず

雨が降るとすぐ水
害が発生している

災害に弱い市街地

無秩序なカンバン

密集した市街地

災害対策の遅れ

市内
川が多すぎる

市内
山がない

脆弱な地盤の上に
ある市街地

社会動態が大きい

土地の価格が高い 農地がない

緑地がマンション
に変わっていく

川の下流に位置し、
全てが流れ込んで

くる

開発の進んでいる
所と遅れている所
の格差が大きい

マンションの乱立

マンションは多い
が高級マンション

がない

数十年後のマンショ
ンの建替えが？

まち全体がくらい
イメージ

市街地は夜間明る
いが郊外は少なく
危険な箇所が多い

ゴミゴミしていて
住環境が悪い

放置自転車が多い

老朽化した家屋

風俗店が多い

都心に近すぎて急
行、特急が止まら

ない

開発による自然環
境破壊

街が小さい

河川が汚い

幹線道路のネット
ワークが悪い

これだという売りが
ない

地場産業の後継者
が少なくなっている

使用料
市民負担の増

都市計画に伴う開
発規制

市内で地域格差

市域弱
鋳物業弱体化

となりに東京都区
部、政令市さいた

ま市

商圏が成り立ちに
くい

バブルの影響が残っ
ている

大都市のはざま

購買力の市外への
流出

観光名所や有名な
場所が少ない

ホテルがない

ベットタウン化

住民の中、本当の
住民が少ない

町会未入会者が多
い

人間関係が薄い

住民が自分勝手

ボランティア心が
少ない

マンション増加によ
る地域コミュニティ

に問題

おとなしい情報収集の欠如

ゴミの減量化が進
まない

住民の交流不足

ゴミ処理センター
の処理量不足

市民協力が得られ
ない

地域環境の悪化

災害危険度の増大

緑の減少環境破壊の進行

交通の便の悪さ

町並みが雑然

市内

市内

庁内の組織力の低下

職員構成の
アンバランス化

人材不足

職員の能力低下

市役所内に駐車場
が少ない

年上の部下

職員配置の不均等

職員にうつ病が増
加した

職員間の連携不足

物事の決定に時間
がかかる

研修が多くて頭でっ
かちが多い

職員減

人材不足

団塊の退職

年齢が高い職位が
多い

会議が多い

職員年齢構成のア
ンバランス化

協調性が少ない

保守的な考えの職
員が多い

ホウ・レン・ソウに
欠けるものがいる

規模に対して職員
が不足

病休職員の多数化

縦割り行政
⇒セキュショナリズ

ム

途中で中止できな
い

組織内の上下関係
の乖離

部下から上司への
意見が少ない

創造性が少ない

現場の現状を知ら
ないものが多い

市内に住んでいる
職員が少ない

人事管理が難しい
（色んな人材）

職員能力にばらつ
きがある

情報の共有不足

仕事が一時期に集
中

過去の事務処理

各出張所及び出先
機関が多いので不

便である

社会情勢の変化に
対応できない苦情が多い

市役所内
窓口混雑

予算がない

金のかかる事業が
多い

予算減

財源不足

財政状況が悪い

負債が多い

財源不足

庁舎が古い

駅から離れている

庁舎が分散されて
いる

設備の更新（予算
不足）

施設数が非常に多
い

耐震整備が遅れて
いる

庁舎設備が機能的
ではない

施設環境の悪化

施設のメンテ費用
の増加

住民満足度の低下

職員の健康状態の悪化

庁内

庁内

庁内

庁内市内

環境関連業務班：S（強み）

環境関連業務班：S（強み）

環境関連業務班：S（強み）

環境関連業務班：S（強み）

2

5

3

4

住民・地場産業の活力低下と庁内組織力の低下
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産業振興の可能性

環境問題への

関心の高まり

環境関連業務班：O（機会）

ＳＫＩＰ産業の利用

新規産業の開拓

独自産業が生まれ
る

オートレースの開
催

中小企業が多い

ＩＴ化の先進市なの
で更なる前進を

住・工・商様々なも
のがある

景気が上向き傾向
にある

商業店の数が少な
い

地下鉄開発に伴う
新たな住民の参画

街づくりへの
取組みの活発化

景観条例化の機運
の高まり

街づくりの関心が
高い

地下鉄沿線に開発
余地が残されてい

る

再開発が進んでい
る

将来性がある街

駅前都市開発が進
んでいる

マンションが増えて
いる

歴史文化を売りに

県内第２位の規模

区画整備組合員と
の接触

緑への関心の高さ

緑化への関心の
高まり

緑を売りに

環境問題への意識
が高まっている

市内

市内

首都隣接の中核都市としての立場

荒川があるので災
害時の物資輸送に

有利

防災に有利な
条件の存在

市内に住む職員
（災害時の召集）

土地区画整理事
業による土地価格

の安定

安定して
低価格な地価

地価が安い

市内

東京に近い

立地的利便性

副都心が近くにあ
る

合併が遅れている

合併問題

合併の余地あり

中核市になれない

市域外
まちのにぎわい

市外

交通網が整ってい
る

近隣市に比べイン
フラ整備が進んで

いる

市内のインフラ整備

面整備による住環
境の健全化

市地域外
道路状況

市内

市外

町会組織

市民との交流
・住民間の結束

市民との協労意識
の高まり

行政改革への下地

職員の能力・やる気

市役所
外部業者

外部業者の活用

業務委託化の進行

資金がない中の知
恵

これからの能力開
発

職員のやる気があ
る

教育レベルが低い

庁内

施設利用に関する改革余地

職場環境への不満

煩雑な手続き

施設が多く統合す
る

施設の活用・
統合の動き

出先機関が多く不
便である

スポーツ施設が多
く活用できる

庁舎がせまい

支所などの出先で
証明書の発行

事務手続きが多い

市内

庁内

庁内

人の交流が少ない

市内

環境関連業務班：Ｔ（脅威）

環境関連業務班：Ｔ（脅威）

環境関連業務班：Ｔ（脅威）

首都隣接の中核都市

6
7

8
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環境関連業務班：Ｔ（脅威）

石油の価格

インターネット普及
の限界

市外

市外

社会変化への対応リスク

住民のまとまりが
なくなってきている

高齢化

住民の高齢化

１人世帯老人の増
加

住民間の結束
力の低下

町会長の権力が
強い

団体が多すぎる

隣近所づきあい

事業終了後の住
民のモラル

市民の行政への
依存度が高い

住民意識

若い人の気心がわ
からない

市内

マンションの乱立

マンション建設の
ラッシュ

ワンルームマンショ
ンやウィークリーマ

ンションが多い

マンション問題

マンションのスラム
化

マンションの乱立

50年後のマンショ

ンの形骸化

マンションのスラム化

自治意識の希薄化
マンションの老朽

化

社会インフラに関する弱み

交通関係問題の増加

市内交通量が多
い

交通量・事故の増加

通過交通が多い

交通事故が多い

東西交通網が多
い

基盤整備の遅れ

基盤・施設整備の遅れ

施設整備の遅れ

進まない無電柱
化

小開発が多すぎ
る都市整備支障

自動車の交通量
が多い

地形が悪い

地下鉄開業に伴
うスプロール化

市役所外
他地域の地価

施設数の多さ

ホテルがない

市内

交通の利便性の格差

駅周辺と郊外の
ギャップ

郊外地の交通の
便があまりよいと

はいえない

人口の増加

人口増
＝ごみ量の増

継続的な人口増

人口流入が早すぎ
る

政令市合併による近隣市・首都圏等との競合、地域経済衰退のリスク

さいたま市と東京
都のはざま

近隣都市の活性化

これまでの工業都
市

近隣の首長は自分
の市だけを考えて

いる

他市の活性化

他市の動向
周囲の町の人口が

大きい

鳩ヶ谷市のやる気
なさ

合併問題

合併の必要性

市内

行財政改革の必要性

事業の途中で見直
しがありえる

財政難に伴う事業
の遅延

財政問題・財源不足

予算不足

莫大な予算がかか
る

公営競技の不信
（オートレース等）

国民年金のはたん

庁内

行政区域に捕らわ
れない広域行政

市外

ノウハウの流出

専門的知識を有す
る職員の大量退職

外部市民との接触
がない 市外

市外 地域経済衰退のリスク 市内

産業が落下状況

これといった観光
がない

開発に伴う伝統の
消失

市民の所得が周辺
より少ない

環境関連業務班：O（機会）

環境関連業務班：O（機会）

社会変化・地域経済衰退への対応

地域環境の悪化

予期できない事件
が多発

治安の悪化

犯罪が多くなった

外国関住民増加に
よる治安悪化

水害がある

災害に弱い環境

高地が少なく低地
が多いため水害が

発生しやすい

木造家屋の地震対
策

都市化による被害
拡大

住民の緑に対する
意識が弱い

緑の減少

乱立開発による
緑の減少

市内

環境問題

地球温暖化

住工混在による環
境問題

市外

アスベスト問題 市外

ゴミの増加
最終処分場の限界

風俗店が多い

環境関連業務班：O（機会）

6 7
8
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ＩＴ推進委員会　その他業務班

ＩＴ化の進展

IT化が進んでいる

IT化の進行

情報が得やすい

IT自治体である

庁内

SS

WW

住民・地場産業の活力の低下

知的財産的風土に乏し
い

中小企業が多く不景気と
好景気の税収の差が大
きい

地場産業の衰退

中小企業の不振

個人企業が多い

大企業が市に入ってこな
い

景気に左右され易い産
業が本市の主要産業

頭脳の流出
大学・進学高校が少ない

零細企業が多い

観光地が少ない

増大する一方の行政需
要

住民の交流不足

古い住民と新住民の交
流が取れない弱み

市民・住民のエゴ

住民のエゴ

行政に対する課題な要
求

住民の行政バッシング

新住民（マンション）の増
加、コミュニケーション不
足

古住民・新住民の間

共有化難しい

地域組織に対して委譲
が多い

新住民と旧住民との融
合難

新住民が多い

中小企業が産業の中心

地場産業の衰退

農地が減少している

技術力の低下

地場産業の衰退
経済の活性化が難しい
（財源の確保が難しい）

産業の街がなくなる

行政に対する要求が過大

新旧住民の交流不足

ﾃｰﾏｺﾐｭﾆﾃｨへの理解不足

核家族化が進行

テーマ性の市民のつな
がりに理解がない

テーマコミュニティーの地
域の理解が足りない

住民の高齢化

住民構成

市内

歓楽街があるため市の
イメージが悪い

ベッドタウンとしては中途
半端

地域環境の悪化

市街地と郊外地域のサー
ビス格差が大

都心に近い為、人の流
れが都内に向かう

地域間格差

マンションの建設ラッシュ
による地域コミュニティが
薄くなる傾向にある

市街地・郊外の差

地域により基盤整備の
遅れがある

社会基盤整備の偏り

マンション急増

マンションの進出

東京とさいたま市の間で
埋没する危険性がある

規模が小さい

市街地と郊外の地域格差

マンションの急増

市の立地

市内

インフラの未整備

シティホテルが無い

建物がない

交通の便が悪い

交通の便の悪さ

自転車が多い

東京とさいたま市の通過
点が弱み

交通不便地の存在

耐震化が図られていな
い

都市化による災害対応
が難しい状況にある

災害に弱い街並
（都市部は）

密集しすぎて災害時の
避難が難しいのが弱み

防災対策

水害に弱い

都市型水害が発生しや
すい

災害に弱い街並み

市内

議員に弱い

他部局の仕事内容を知
らない部分がある

創造性が乏しい

IT関連の業務処理

目の前の事に追われ、
将来的なビジョンや哲学
に乏しい

行政が市民へ頼りすぎる
とコストが高くついている
と思える

職員の意識改革

市の職員市民の利用が
低い

委託業務を解説する職
員の認識が低い

業務を前倒主義で処理
することがある

忙しいため考える時間が
少ない

古い考えからの脱却が
できない弱み

クレーマーに対する対応
が弱腰である

職員の高齢化
年齢構成のバランスが
崩れている

職員の高年齢

団塊の世代が多い

年齢が高い

職員の高齢化

協調性の減少

個人能力が低い

事務処理能力又はやる
気のある人間にばらつき
有り

個々に能力差がある

職務能力の向上

職員の能力低下

庁内の組織力の低下

市民に対し担当課が指
導できていないように思
える

リーダーのいる職場が少
ないように思える

新しい分野にとびつきや
すいので、ついていけな
いのが弱み

敗訴の経験を十分に生
かせない前例主義

組織内の異動が多く専
門家が育たない

電子化による市民の心
が読めない

目標の設定（遅い）

必ずしも能力の高い者
が引き上げられない

上意下達

組織力が弱い

人員削減等職場環境の
変化

変化に対応しづらい

人員が少ないのが弱み

職員の配置が悪い

勤務時間が長い時間と
なる

庁内

職員配置の不均等

仕事量の偏りがある

担当職員数が少ない

部課のセクト意識が強い
仕事の押し付け合い

横の組織の連携

タテ割り意識がまだ強い

職員間の連携不足

業務のタライ回し

横断的作業が少ない

新規行政課題に対して、
所管が一義的に決めら
れないものについての所
管決定

財政難

事業（公共）の財源が厳
しい

財政困難

予算の減額によるやりく
り

財源不足

財源が厳しい

予算が無い

財政が厳しく事業が進ま
ない

財政状況が良くない

財政状況

費用対効果の判定が難
しい

庁内

収入の減少

不況による協賛金の減
少

公営ギャンブルの衰退
売上がのびず

三位一体改革による補
助金の削減

施設環境の悪化

委託料がかかりすぎる

文化的施設環境が不十
分

庁舎の老朽化
スペースの狭さ

市の大きさに対し公共の
医療機関が少ない

公の施設が多いが利用
者が限定されている

福祉施設の充実

公共施設全体が老朽化
特に本庁

庁舎の老朽化・狭さ

庁舎が狭い

駐輪場の土地がない

庁舎が古い

タコ足の庁舎

庁舎の古さ

庁内

市内施設の老朽化

施設の更新ができにくい

施設の老朽化

市内各施設の老朽化

市内施設環境が不十分

活力のある地域住民・組織・地場産業

町会組織の確立

強力な自治組織

地縁的コミュニティーが
強い

町会組織がしっかりして
いる

地域活動、ボランティア
活動の積極的な参加

地域とのつながりが深い

町会組織の充実

町会等地域連携が強い

町会の組織

市民参加（市民が参加で
きる事業が多い）

人口が多い

人口増加

新住民が多い

新旧住民の居住

人口が増加している

人口が増えつづけている

人口に占める世代のバ
ランスががとれている

知識経験等を持つ色々
な人が住んでいる

活発な地場産業

仕事を発注する
地域の特性にあった事
業展開が考えられる

地場産業

業種の集積

経済力がある

業種の連携

これからも発展する可能
性がある

業種の連携

市内

地域コミュニティ

の充実

豊かな資源

好条件な地域環境

広大な緑

豊かな緑

美しい景観

一部緑が多い地域有り

緑地が多い

安行のブランド

都心が近く緑が多い

東京に接してはいるが
緑が比較的多い

資源が豊富

資源の集積

都心に隣接している

首都隣接

都心に近い

都心に近い町

大都市隣接

首都圏に位置している

首都に近接

首都に近い

歴史と伝統

市内

社会インフラの充実

交通利便性が高い

交通の利便性

主要道路が市内に走っ
ている

交通の便がよい

交通便利

交通が便利

交通の便がよい

交通網の発達（鉄道）

公共施設の充実

各地域に公共施設が整
備されている

市域全般に公共施設が
バランスよく配置されて
いる
施設が充実している
天文・プラネ・展示など

多様な施設がある

施設の充実

施設が充実している

社会教育、社会体育施
設が充実

都市整備が進んでいる

県内に類似施設がない

先進的
充分な公共施設あり

施設が整っている

ライフラインが整備され
ている

コンビニエンスストアが
多い

市内

庁内施策の充実

患者（市民）のニーズに
かなり深い部分まで対応
可能

先取り行政

障害者への配慮がよくなっ
されている

独自の制度

市民参加による市制

パブリシティの積極的な
活用

先んじて行政を進めるこ
とが強み

コンビニ収納開始

植木産業等のバックアッ
プ体制

中小企業の振興策の充
実

庁内

庁内の強力な組織体制

組織力の高さ

豊富な人材

国との連携

担当部課が細分化され
ている

行政区域の範囲が丁度
良い

強いリーダーシップ

権限をもっている

リーダーシップのある首長

リーダーシップ

トップの考え、方針が組織
の部下まで伝わっている

市長がやる気ある

事務改善能力

職員の能力

各部局に専門家に近い
能力を持つスタッフがい
る

職員の能力が高いのが
強み

有能な人材が豊富であ
る

職員数が多い

優秀な職員の入庁

人材の登用が進んでい
る

担当業務がPRされてい

るように思える

団塊世代の退職による
世代交代

職員の質が高い

職員の組織力がある

職員の能力が高い

個々では経験豊富な職
員がいる

職員の協力体制個々の能力が勝れてい
る

市民との良好な関係

団体の行政への理解

行政と町会のつながりが
強い

行政の主旨がある程度
伝わっている

行政と市民がある程度
連携ができている

スタッフの専門性が高い

基準となるものがしっか
りしている

組織がしっかりしている
きめ細かく行政を行って
いる

適度な緊張感が絶えず
組織内にある

消防、体制等の充実

部局数が多いため機効
力が高い

組織力がある（協力体制）

組織が機能している

組織力がある

専門化した組織機構

意思統一が早い

知識の共有化

職員研修が多くあり新し
い考え方が取り入れられ
る

業界とのパイプが強い

将来計画

組織がしっかりしている

業務のマニュアル化が
進んでいる

職員の意欲の高さ

市民感覚を大切にしよう
と努力している

サービス精神が旺盛

職員の問題意識が高い

職員が研究熱心

道徳観・倫理観がある職
員が多い

新規性の高い施策や事
業に取り組む意欲がある

職員のやる気

職人気質

問題意識あり

積極性

積極性

情報に敏感である
新しい事柄や情報に敏
感

行革推進に積極的であ
る

コミュニケーションが良い

創造性

新しい事務にとびつきや
すい

優秀な職員

庁内

OO

TT

資源利用の拡大

環境と緑

都市内の緑

市民農園の扱い

市街化区域内の農地活
用について

経済に影響しやすい

経済団体との更なる連
携

基盤整備と増収

景気が回復している

景気

景気が回復傾向にある

景気の回復

物価安定

市内 市外

公共交通の発達

道路の利便性が良い

交通の便が良い

交通網の発展により町
がよくなる

基盤整備

土地整備が多少進む傾
向

都市基盤が整備されて
いる

再開発による効果

再開発による経済活性
化

駅前再開発の完了

駅前の整備により色々
便利

新住民の利用増

マンション等の建設に伴
う税収増 市内

地価上昇による増収

地価が上がる
増収となる

都心に近く、地価が上が
る

市内

市内市内

産業振興の可能性

駅前の経営者が市民で
ない

自己実現の可能性が多
様で多い

犯罪が多いことが機会

映画祭の開催

映像産業

市民フェスティバル

SKIPシティ映像産業

市内

産業活性化の可能性

産業のPR

産業の活性化

既存の産業に特化され
ない産業のチャンス
（地場産業の衰退に伴い）

駅前商業振興

伝統的な技術の継承
映像技術などの関連施
設が充実している

公共施設の活用可能性

歴史のある施設

既存の公共施設の有効
活用

公共施設が多い
避難場所が多い

公共施設が多いため統
一がとれないことが機会

隣接市に近い体育施設
で市内・市外の判断

県内で基幹となる市立病
院を持つ大型店の進出により市

外から人が集まる

人口の割に市域が狭い
ため連絡を周知しやすい

行政と市民のパイプが相
談員制度などによって強
い

住民参加と協働

町会等コミュニティがしっ
かりしている

近隣市民同士の交流

高齢者と子供との交流

市民の役所に対する注
目

市のPR・目的がスムー

ズにわかってもらえる

市民つながり、交流が活
発であり、情報が多い

サービスの区（差）別化

協力参加型が多い

各団体との協調をどのよ
うに図るか

市民との良好な関係 強力な自治組織

専門知識の住民が増え
ている

理解が得やすい

市内
庁内

三位一体改革への対応

効率的な市政

市の改革が進んでいる

行政効果がわかりやす
い

職員数が少ないことが機
会

多様なマンパワー

業務の多様化

予算の効率がよい

三位一体改革の推進

地方分権

行財政改革

行政改革
民営化推進の流れ

民間能力活用

指定管理者制度

PFIの促進

補助金のカット

市外

食料自給率の取り扱い
方法について

公益通報者保護法の制
度（法令厳守）

少子高齢化が進行

市外市外

市外

庁内

民間情報メディアの整備

情報化の充実・進展

情報誌が配布されてくる
ので全国の流れがわか
る

国でIT化事業の推進化

が図られている

市内

市外

情報化の進展

機器管理の充実

情報化の進展

ホームページにより他市
の状況がある程度わか
る

情報化が進んでいる

IT関連充実

庁内

教訓を基に改善策を考
える

再構築

鳩ヶ谷市との合併

首都隣接の中核都市としての立場 市内

首都隣接による情報収集

東京と隣接、情報等入り
やすい

首都圏の情報が多く入っ
てくる

首都圏の情報が多く入る

首都圏に近い

近隣市との連携

他市との情報交換の場
が多少ある

さいたま市や東京から学
べる

他市の取り組み、施策を
参考

さいたま市との連携が図
れる

都市に近いという立地条
件の中での政策が展開
できる他組織との連携

学校との連携がとりやす
い

国立天文台と情報の交
換がある

科学館、博物館との連携
がある

県内の大学との連携が
ある

社会変化への対応リスク

青少年の育成の改善

市民の（住民）
コミュニケーション希薄化

新住民・若い人たちの郷
土意識の希薄さ

新住民と旧住民とのコミュ
ニケーション

住民の地域意識の変化

市の行政に関心薄い市
民の増加

市内

住民の要望が多い

住民ニーズの多様化へ
の対応

住民ニーズに対する優
先度

住民ニーズの多様化
市内

ベッドタウン化の進行

ベッドタウン化

住宅の増加

住工混在

市内

急激な高齢化
市内

個人利益だけの考え

自分の好きなボランティ
アへの参加

時間がかかりやすくなる

職員・行政への批判

行政運営がうまくいかな
い

市民の役所に対する注
目

市行政の執行について
の監視が厳しい

各団体からの圧力自治会が圧力団体とな
る

庁内

マンションが増加し新人
口が増加

マンション問題

マンション住民の増加に
伴う地縁という人と人と
のつきあいがなくなる

マンションの林立 マンション建設の増

マンション建設に伴う人
口増

マンション増加

マンション建設ラッシュ

人口が増加している

市内

行財政改革の必要性

財力の欠如

市の財源確保ができる
地場産業の確立ができ
ていない

財政問題・財源不足

公営ギャンブルの収入
が減

税収が上がらない

財政危機

市民の要望に対し思うよ
うに事業の展開ができな
い

財政難

補助金に対する団体の
考え

予算の枠を越えて現場
の要求に応えなければ
ならない

行財政改革

国の施策

国の行財政改革が推進
されている

国の施策変化が多い

補助金等のカット

給与削減

市外 職員に関するリスク

ノウハウの流出

団塊の世代の退職によ
る住民サービスの低下

団塊世代退職・人材不足・
財政不足

庁内

他市に比べ事務員が少
ない

庁内

市内・市外の区別困難に
よる事故の際の対応

良品質の創造

教育レベルの格差

指定管理者制度

社会インフラに関する弱み

交通事情

交通

交通状況

交通アクセスが悪い

県の隅にある

市域の面積が人口の割
に狭い

隣接市に近い施設は市
外者が多い

施設

老朽化による財力の欠
如

施設の変化が少ない

市内の公共施設の老朽
化に伴う改修費の増加

市内

他市の病院と患者の取
り合いになる

地域環境の悪化

防犯・治安・災害 市内

犯罪の増加

犯罪多発

外国人による犯罪が増
えている

犯罪件数の更なる増加

災害に弱い環境

災害に弱い

海抜が低い
水が出やすい

地盤が低い

環境の悪化

最終処分場がない

JAに対する行政のかか

わり方

農政にかかわる施策の
に対する市民の判断

環境問題 市内

地下鉄周辺（緑地）の住
宅化

緑の減少

緑地の減少

緑地の減少

植木産業の高齢化

植木生産地（緑地）の住
宅化

都市再開発により緑が
少なくなる

植木の需要激減

市内

庁内

政令市合併による近隣市・首都圏等との競合、地域経済衰退のリスク

流通拠点の大型化

地元商店街の衰退

大型店が進出
個店が厳しい

大型店の進出による地
元商店街の衰退

市内地場産業の衰退

土地評価が上がった

地場産業の衰退
都市化のため

景気の変動がもろに市
の産業を脅かす

企業が市外へ転出

人材流出

都心に近い為、市内の
労働力が不足

人材流出

若い人の就職難

不景気 市外

景気不安景気の悪化

市内市内

本庄・早稲田メディア産
業

政令市合併による近隣市、首都圏等との競合

首都圏・大都市間で埋没

23区との差がある

さいたま市との差がある

近隣市の合併による、外
から見た市のイメージに
差がつく

競合性

都市ブランド名で負けそ
う

政令都市の谷間

大きな市（政令指定都市）
との差（県内での埋没）

政令都市になれないの
が脅威

他の自治体との合併問
題について

近隣としとの合併問題の
ねじれ、後遺症

東京とさいたま市（政令
指定都市）の狭間

中途半端な立場である

市内

住民・地場産業の活力低下と庁内組織力の低下 社会変化・地域経済衰退への対応

魅力ある都市基盤と庁内の強力な組織体制 市民との良好な関係

1

1

W（弱み）

S（強み）

【次ページ以降にＳ、Ｗ、０、Ｔごとに大きく記述したページを掲載しますので参照ください 】
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豊かな資源

社会インフラの充実

好条件な地域環境
活力のある地域住民・組織

ＩＴ化の進展

広大な緑

豊かな緑

美しい景観

一部緑が多い地域有り

緑地が多い

安行のブランド

都心が近く緑が多い

東京に接してはいるが
緑が比較的多い

資源が豊富

資源の集積

都心に隣接している

首都隣接

都心に近い

都心に近い町

大都市隣接

首都圏に位置している

首都に近接

首都に近い

町会組織の確立

歴史と伝統

強力な自治組織

地縁的コミュニティーが
強い

町会組織がしっかりして
いる

地域活動、ボランティア
活動の積極的な参加

地域とのつながりが深い

町会組織の充実

町会等地域連携が強い

町会の組織

市民参加（市民が参加で
きる事業が多い）

交通利便性が高い

交通の利便性

主要道路が市内に走っ
ている

交通の便がよい

交通便利

交通が便利

交通の便がよい

交通網の発達（鉄道）

人口が多い

人口増加

新住民が多い

新旧住民の居住

人口が増加している

人口が増えつづけている

庁内施策の充実

患者（市民）のニーズに
かなり深い部分まで対応
可能

先取り行政

障害者への配慮がよくなっ
されている

独自の制度

市民参加による市制

パブリシティの積極的な
活用

先んじて行政を進めるこ
とが強み

IT化が進んでいる

人口に占める世代のバ
ランスががとれている

IT化の進行

情報が得やすい

IT自治体である

その他業務班：Ｓ（強み）

コンビニ収納開始

植木産業等のバックアッ
プ体制

中小企業の振興策の充
実

公共施設の充実

各地域に公共施設が整
備されている

市域全般に公共施設が
バランスよく配置されて
いる
施設が充実している
天文・プラネ・展示など

多様な施設がある

施設の充実

施設が充実している

社会教育、社会体育施
設が充実

都市整備が進んでいる

県内に類似施設がない

先進的
充分な公共施設あり

施設が整っている

ライフラインが整備され
ている

コンビニエンスストアが
多い

知識経験等を持つ色々
な人が住んでいる

活発な地場産業

仕事を発注する
地域の特性にあった事
業展開が考えられる

地場産業

業種の集積

経済力がある

業種の連携

これからも発展する可能
性がある

業種の連携

市内

庁内の強力な組織体制

組織力の高さ

豊富な人材

国との連携

担当部課が細分化され
ている

行政区域の範囲が丁度
良い

強いリーダーシップ

権限をもっている

リーダーシップのある首
長

リーダーシップ

トップの考え、方針が組
織の部下まで伝わってい
る
市長がやる気ある

事務改善能力

職員の能力

各部局に専門家に近い
能力を持つスタッフがい
る

職員の能力が高いのが
強み

有能な人材が豊富であ
る

職員数が多い

優秀な職員の入庁

人材の登用が進んでい
る

担当業務がPRされてい

るように思える

団塊世代の退職による
世代交代

職員の質が高い
職員の組織力がある

職員の能力が高い

個々では経験豊富な職
員がいる

職員の協力体制

個々の能力が勝れてい
る

市民との良好な関係

団体の行政への理解

行政と町会のつながりが
強い

行政の主旨がある程度
伝わっている

行政と市民がある程度
連携ができている

スタッフの専門性が高い

基準となるものがしっか
りしている

組織がしっかりしている
きめ細かく行政を行って
いる

適度な緊張感が絶えず
組織内にある

消防、体制等の充実

部局数が多いため機効
力が高い

組織力がある（協力体制）

組織が機能している

組織力がある

専門化した組織機構

意思統一が早い

知識の共有化

職員研修が多くあり新し
い考え方が取り入れら
れる

業界とのパイプが強い

将来計画

組織がしっかりしている

業務のマニュアル化が
進んでいる

職員の意欲の高さ

市民感覚を大切にしよう
と努力している

サービス精神が旺盛

職員の問題意識が高い

職員が研究熱心

道徳観・倫理観がある職
員が多い

新規性の高い施策や事
業に取り組む意欲があ
る
職員のやる気

職人気質

問題意識あり

積極性

積極性

情報に敏感である
新しい事柄や情報に敏
感

行革推進に積極的であ
る

コミュニケーションが良
い

創造性

新しい事務にとびつきや
すい

優秀な職員

庁内

市内

市内 市内

庁内

庁内

地域コミュニティ

の充実

その他業務班：W（弱み）

その他業務班：W（弱み）

その他業務班：W（弱み）

その他業務班：W（弱み）

2

4

3

5

魅力ある都市基盤と庁内の強力な組織体制
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歓楽街があるため市の
イメージが悪い

ベッドタウンとしては中途
半端

地域環境の悪化

市街地と郊外地域のサー
ビス格差が大

都心に近い為、人の流
れが都内に向かう

地域間格差

マンションの建設ラッシュ
による地域コミュニティが
薄くなる傾向にある

市街地・郊外の差

地域により基盤整備の
遅れがある

社会基盤整備の偏り

マンション急増

マンションの進出

東京とさいたま市の間で
埋没する危険性がある

規模が小さい

知的財産的風土に乏し
い

中小企業が多く不景気と
好景気の税収の差が大
きい

地場産業の衰退

中小企業の不振

個人企業が多い

大企業が市に入ってこな
い

景気に左右され易い産
業が本市の主要産業

頭脳の流出
大学・進学高校が少ない

零細企業が多い

観光地が少ない

議員に弱い

他部局の仕事内容を知
らない部分がある

創造性が乏しい

IT関連の業務処理

目の前の事に追われ、
将来的なビジョンや哲学
に乏しい

行政が市民へ頼りすぎる
とコストが高くついている
と思える

職員の意識改革

市の職員市民の利用が
低い

委託業務を解説する職
員の認識が低い

業務を前倒主義で処理
することがある

忙しいため考える時間が
少ない

古い考えからの脱却が
できない弱み

増大する一方の行政需
要

住民の交流不足

クレーマーに対する対応
が弱腰である

古い住民と新住民の交
流が取れない弱み

市民・住民のエゴ

住民のエゴ

行政に対する課題な要
求

住民の行政バッシング

新住民（マンション）の増
加、コミュニケーション不
足

古住民・新住民の間

共有化難しい

地域組織に対して委譲
が多い

新住民と旧住民との融
合難

新住民が多い

その他業務班：Ｗ（弱み）

市街地と郊外の地域格差

マンションの急増

市の立地

中小企業が産業の中心

地場産業の衰退

農地が減少している

技術力の低下

地場産業の衰退
経済の活性化が難しい
（財源の確保が難しい）

産業の街がなくなる

職員の高齢化
年齢構成のバランスが
崩れている

職員の高年齢

団塊の世代が多い

年齢が高い

職員の高齢化

協調性の減少

個人能力が低い

事務処理能力又はやる
気のある人間にばらつき
有り

個々に能力差がある

職務能力の向上

職員の能力低下

行政に対する要求が過大

新旧住民の交流不足

ﾃｰﾏｺﾐｭﾆﾃｨへの理解不足

核家族化が進行

テーマ性の市民のつな
がりに理解がない

テーマコミュニティーの地
域の理解が足りない

住民の高齢化

住民構成

庁内の組織力の低下

市民に対し担当課が指
導できていないように思
える

リーダーのいる職場が少
ないように思える

新しい分野にとびつきや
すいので、ついていけな
いのが弱み

敗訴の経験を十分に生
かせない前例主義

組織内の異動が多く専
門家が育たない

電子化による市民の心
が読めない

目標の設定（遅い）

必ずしも能力の高い者
が引き上げられない

上意下達

組織力が弱い

人員削減等職場環境の
変化

変化に対応しづらい

人員が少ないのが弱み

職員の配置が悪い

勤務時間が長い時間と
なる

庁内

職員配置の不均等

仕事量の偏りがある

担当職員数が少ない

施設環境の悪化

委託料がかかりすぎる

文化的施設環境が不十
分

庁舎の老朽化
スペースの狭さ

市の大きさに対し公共の
医療機関が少ない

公の施設が多いが利用
者が限定されている

福祉施設の充実

公共施設全体が老朽化
特に本庁

庁舎の老朽化・狭さ

庁舎が狭い

駐輪場の土地がない

庁舎が古い

タコ足の庁舎

庁舎の古さ

庁内

市内施設の老朽化

施設の更新ができにくい

施設の老朽化

市内各施設の老朽化

市内施設環境が不十分
財政難

事業（公共）の財源が厳
しい

財政困難

予算の減額によるやりく
り

財源不足

財源が厳しい

予算が無い

財政が厳しく事業が進ま
ない

財政状況が良くない

財政状況

費用対効果の判定が難
しい

庁内

部課のセクト意識が強い
仕事の押し付け合い

横の組織の連携

タテ割り意識がまだ強い

職員間の連携不足

業務のタライ回し

横断的作業が少ない

新規行政課題に対して、
所管が一義的に決めら
れないものについての所
管決定

収入の減少

不況による協賛金の減
少

公営ギャンブルの衰退
売上がのびず

三位一体改革による補
助金の削減

インフラの未整備

シティホテルが無い

建物がない

交通の便が悪い

交通の便の悪さ

自転車が多い

東京とさいたま市の通過
点が弱み

交通不便地の存在

耐震化が図られていな
い

都市化による災害対応
が難しい状況にある

災害に弱い街並
（都市部は）

密集しすぎて災害時の
避難が難しいのが弱み

防災対策

水害に弱い

都市型水害が発生しや
すい

災害に弱い街並み

市内

市内

その他業務班：S（強み）

その他業務班：S（強み）

その他業務班：S（強み）

その他業務班：S（強み）

住民・地場産業の活力の低下 市内
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住民・地場産業の活力低下と庁内組織力の低下
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資源利用の拡大

環境と緑

都市内の緑

市民農園の扱い

市街化区域内の農地活
用について

経済に影響しやすい

経済団体との更なる連
携

基盤整備と増収

産業振興の可能性

駅前の経営者が市民で
ない

自己実現の可能性が多
様で多い

犯罪が多いことが機会

景気が回復している

景気

景気が回復傾向にある

景気の回復

物価安定

教訓を基に改善策を考
える

再構築

鳩ヶ谷市との合併

映画祭の開催

映像産業

市民フェスティバル

SKIPシティ映像産業

首都隣接の中核都市としての立場

三位一体改革への対応

その他業務班：Ｏ（機会）

市内 市外

市内

市内

公共交通の発達

道路の利便性が良い

交通の便が良い

交通網の発展により町
がよくなる

産業活性化の可能性

産業のPR

産業の活性化

既存の産業に特化され
ない産業のチャンス
（地場産業の衰退に伴い）

駅前商業振興

伝統的な技術の継承

基盤整備

土地整備が多少進む傾
向

都市基盤が整備されて
いる

再開発による効果

再開発による経済活性
化

駅前再開発の完了

駅前の整備により色々
便利

新住民の利用増

マンション等の建設に伴
う税収増 市内

地価上昇による増収

地価が上がる
増収となる

都心に近く、地価が上が
る

市内

市内

人口の割に市域が狭い
ため連絡を周知しやすい

行政と市民のパイプが相
談員制度などによって強
い

住民参加と協働

町会等コミュニティがしっ
かりしている

近隣市民同士の交流

高齢者と子供との交流

市民の役所に対する注
目

市のPR・目的がスムー

ズにわかってもらえる

市民つながり、交流が活
発であり、情報が多い

サービスの区（差）別化

協力参加型が多い

各団体との協調をどのよ
うに図るか

市民との良好な関係 強力な自治組織

専門知識の住民が増え
ている

理解が得やすい

効率的な市政

市の改革が進んでいる

行政効果がわかりやす
い

職員数が少ないことが機
会

多様なマンパワー

業務の多様化

予算の効率がよい

三位一体改革の推進

地方分権

行財政改革

行政改革
民営化推進の流れ

民間能力活用

指定管理者制度

PFIの促進

補助金のカット

市外

食料自給率の取り扱い
方法について

公益通報者保護法の制
度（法令厳守）

少子高齢化が進行

市外

首都隣接による情報収集

東京と隣接、情報等入り
やすい

首都圏の情報が多く入っ
てくる

首都圏の情報が多く入る

首都圏に近い

近隣市との連携

他市との情報交換の場
が多少ある

さいたま市や東京から学
べる

他市の取り組み、施策を
参考

さいたま市との連携が図
れる

都市に近いという立地条
件の中での政策が展開
できる他組織との連携

学校との連携がとりやす
い

国立天文台と情報の交
換がある

科学館、博物館との連携
がある

映像技術などの関連施
設が充実している

県内の大学との連携が
ある

公共施設の活用可能性

歴史のある施設

既存の公共施設の有効
活用

公共施設が多い
避難場所が多い

公共施設が多いため統
一がとれないことが機会

市内

隣接市に近い体育施設
で市内・市外の判断

県内で基幹となる市立病
院を持つ大型店の進出により市

外から人が集まる

市外

市外

民間情報メディアの整備

情報化の充実・進展

情報誌が配布されてくる
ので全国の流れがわか
る

国でIT化事業の推進化

が図られている

市内

市外

情報化の進展

機器管理の充実

情報化の進展

ホームページにより他市
の状況がある程度わか
る

情報化が進んでいる

IT関連充実

庁内

庁内

市内
庁内

その他業務班：Ｔ（脅威）
その他業務班：Ｔ（脅威）

その他業務班：Ｔ（脅威）

市民との良好な関係
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その他業務班：Ｔ（脅威）

社会変化への対応リスク

青少年の育成の改善

市民の（住民）
コミュニケーション希薄化

新住民・若い人たちの郷
土意識の希薄さ

新住民と旧住民とのコミュ
ニケーション

住民の地域意識の変化

市の行政に関心薄い市
民の増加

市内

住民の要望が多い

住民ニーズの多様化へ
の対応

住民ニーズに対する優
先度

住民ニーズの多様化
市内

社会インフラに関する弱み

交通事情

交通

交通状況

交通アクセスが悪い

県の隅にある

市域の面積が人口の割
に狭い

隣接市に近い施設は市
外者が多い

施設

老朽化による財力の欠
如

施設の変化が少ない

市内の公共施設の老朽
化に伴う改修費の増加

市内

ベッドタウン化の進行

ベッドタウン化

住宅の増加

住工混在

市内

地域環境の悪化

防犯・治安・災害 市内

犯罪の増加

犯罪多発

外国人による犯罪が増
えている

犯罪件数の更なる増加

災害に弱い環境

災害に弱い

海抜が低い
水が出やすい

地盤が低い

環境の悪化

最終処分場がない

JAに対する行政のかか

わり方

農政にかかわる施策の
に対する市民の判断

環境問題 市内

地下鉄周辺（緑地）の住
宅化

緑の減少

緑地の減少

緑地の減少

植木産業の高齢化

植木生産地（緑地）の住
宅化

都市再開発により緑が
少なくなる

植木の需要激減

市内

庁内

急激な高齢化
市内

市内・市外の区別困難に
よる事故の際の対応

良品質の創造

個人利益だけの考え

教育レベルの格差

自分の好きなボランティ
アへの参加

他市の病院と患者の取
り合いになる

指定管理者制度

政令市合併による近隣市・首都圏等との競合、地域経済衰退のリスク

流通拠点の大型化

地元商店街の衰退

大型店が進出
個店が厳しい

大型店の進出による地
元商店街の衰退

市内地場産業の衰退

土地評価が上がった

地場産業の衰退
都市化のため

景気の変動がもろに市
の産業を脅かす

企業が市外へ転出

人材流出

都心に近い為、市内の
労働力が不足

人材流出

若い人の就職難

不景気 市外

景気不安景気の悪化

市内市内

行財政改革の必要性

財力の欠如

市の財源確保ができる
地場産業の確立ができ
ていない

財政問題・財源不足

公営ギャンブルの収入
が減

税収が上がらない

財政危機

市民の要望に対し思うよ
うに事業の展開ができな
い

財政難

補助金に対する団体の
考え

予算の枠を越えて現場
の要求に応えなければ
ならない

行財政改革

国の施策

国の行財政改革が推進
されている

国の施策変化が多い

補助金等のカット

給与削減

市外 職員に関するリスク

ノウハウの流出

団塊の世代の退職によ
る住民サービスの低下

団塊世代退職・人材不足・
財政不足

庁内

他市に比べ事務員が少
ない

本庄・早稲田メディア産
業

庁内

政令市合併による近隣市、首都圏等との競合

首都圏・大都市間で埋没

23区との差がある

さいたま市との差がある

近隣市の合併による、外
から見た市のイメージに
差がつく

競合性

都市ブランド名で負けそ
う

政令都市の谷間

大きな市（政令指定都市）
との差（県内での埋没）

政令都市になれないの
が脅威

他の自治体との合併問
題について

近隣としとの合併問題の
ねじれ、後遺症

東京とさいたま市（政令
指定都市）の狭間

中途半端な立場である

市内

時間がかかりやすくなる

職員・行政への批判

行政運営がうまくいかな
い

市民の役所に対する注
目

市行政の執行について
の監視が厳しい

各団体からの圧力自治会が圧力団体とな
る

庁内

マンションが増加し新人
口が増加

マンション問題

マンション住民の増加に
伴う地縁という人と人と
のつきあいがなくなる

マンションの林立 マンション建設の増

マンション建設に伴う人
口増

マンション増加

マンション建設ラッシュ

人口が増加している

市内

その他業務班：O（機会）

その他業務班：O（機会）
社会変化・地域経済衰退への対応
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